
(57)【要約】

【課題】データ電圧の極性反転に伴う消費電力を低減し

、階調表現に利用可能なデータ電圧の範囲を拡げ、かつ

、画素電圧を目標電圧に所定の時間内で確実に到達させ

得る表示装置を提供する。

【解決手段】本発明による表示装置では、維持信号生成

部がゲート信号のレベルの変化に従い、特に各画素でゲ

ート信号のレベルがゲートオフ電圧まで下げられて液晶

キャパシタの充電が終わった直後に、維持信号のレベル

を変化させる。好ましくは、データ電圧の極性が正であ

る場合は維持信号のレベルが上がり、データ電圧の極性

が負である場合は維持信号のレベルが下がる。更に好ま

しくは、維持信号生成部が維持信号のレベルを、同じフ

レームでは維持電極線ごとに変化させ、同じ維持電極線

に対してはフレームごとに変化させる。

【選択図】図4
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 、
　 ゲ ー ト 線 と 交 差 し 、 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 、
　 ゲ ー ト 線 に 対 し て 平 行 に 延 び 、 維 持 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の 維 持 電 極 線 、
　 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 と に 接 続 さ れ て い る 複 数 の 画 素 、 及 び
、
　 ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル の 変 化 に 従 っ て 維 持 信 号 の レ ベ ル を 変 化 さ せ る 維 持 信 号 生 成 部 、
を 有 す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 維 持 信 号 生 成 部 が 、 各 画 素 に つ い て 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 正 で あ る 場 合 は 維 持 信 号
の レ ベ ル を 上 げ 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 負 で あ る 場 合 は 維 持 信 号 の レ ベ ル を 下 げ る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が 、 実 質 的 に １ 水 平 周 期 の 間 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 に 維 持 さ れ る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 維 持 信 号 生 成 部 が 維 持 信 号 の レ ベ ル を 、 同 じ フ レ ー ム で は 維 持 電 極 線 ご と に 変 化 さ
せ 、 同 じ 維 持 電 極 線 に 対 し て は フ レ ー ム ご と に 変 化 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 行 反 転 を 行 う 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 共 通 電 圧 が 一 定 の レ ベ ル に 維 持 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 維 持 信 号 生 成 部 が 、 ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、 及 び 維 持 電 極 線 と 共 に 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 維 持 信 号 生 成 部 が 、 維 持 電 極 線 の 一 つ に 維 持 信 号 を 出 力 す る 信 号 生 成 回 路 、 を 複 数
有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 信 号 生 成 回 路 の そ れ ぞ れ が 、
　 第 １ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 維 持 電 極
線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、 を 含 む 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 並 び に 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 線 に 隣 接 す る 第 ２ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ
る 入 力 端 子 、 及 び 前 記 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、 を 含 む 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、
を 有 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 駆 動 電 圧 の レ ベ ル が １ 水 平 周 期 ご と に 、 第 １ レ ベ ル と 、 前 記 第 １ レ ベ ル よ り 低 い 第 ２ レ
ベ ル と の 間 で 切 り 換 わ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 信 号 生 成 回 路 の そ れ ぞ れ が 、
　 第 １ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 互 い に 異 な る 第 １ 駆 動 電 圧 と 第 ２ 駆 動 電 圧 と の 一
方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、 を 含 む 第 １ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 、 並 び に 、
　 前 記 第 １ ゲ ー ト 線 に 隣 接 す る 第 ２ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 前 記 第 １ 駆 動 電 圧 と
前 記 第 ２ 駆 動 電 圧 と の 他 方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 前 記 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出
力 端 子 、 を 含 む 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、
を 有 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 駆 動 電 圧 と 前 記 第 ２ 駆 動 電 圧 と の 各 レ ベ ル が フ レ ー ム ご と に 、 第 １ レ ベ ル と 、
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前 記 第 １ レ ベ ル よ り 低 い 第 ２ レ ベ ル と の 間 で 切 り 換 わ り 、
　 前 記 第 １ 駆 動 電 圧 の 波 形 が 前 記 第 ２ 駆 動 電 圧 の 波 形 と は 逆 で あ る 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 表 示 装 置 が 、 画 素 列 の 方 向 に 延 び て 前 記 第 １ 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 １ 配 線 、 及 び 、
前 記 第 １ 配 線 に 隣 接 し て 画 素 列 の 方 向 に 延 び 、 前 記 第 ２ 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 ２ 配 線 、 を
さ ら に 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 第 ２ 配 線 と が 画 素 行 ご と に 交 差 し 、
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線
が 、 前 記 第 １ 配 線 及 び 前 記 第 ２ 配 線 の 一 方 と 交 差 す る こ と な く 他 方 に 接 続 さ れ て い る 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 表 示 装 置 が 、 画 素 列 の 方 向 に 延 び て 前 記 第 １ 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 １ 配 線 、 及 び 、
前 記 第 １ 配 線 に 隣 接 し て 画 素 列 の 方 向 に 延 び 、 前 記 第 ２ 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 ２ 配 線 、 を
さ ら に 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 第 ２ 配 線 と が 互 い に 平 行 で あ り 、
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 入 力 端 子 が 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 第 ２ 配 線 と の 一 方 に 接 続 さ
れ 、 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 入 力 端 子 が 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 第 ２ 配 線 と の 他 方 に 接 続
さ れ て い る 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 信 号 生 成 回 路 の そ れ ぞ れ が 、
　 第 １ 選 択 電 圧 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 と 、 ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 と を 含 む 第 １ ス
イ ッ チ ン グ 素 子 、
　 第 ２ 選 択 電 圧 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 と 、 前 記 ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 と を 含 む 第
２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 互 い に 異 な る 第 １ 駆 動 電
圧 と 第 ２ 駆 動 電 圧 と の 一 方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端
子 を 含 む 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 並 び に 、
　 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 前 記 第 １ 駆 動 電 圧 と 前 記
第 ２ 駆 動 電 圧 と の 他 方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 前 記 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端
子 を 含 む 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、
を 有 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 選 択 電 圧 及 び 前 記 第 ２ 選 択 電 圧 の 各 レ ベ ル が フ レ ー ム ご と に 、 第 ３ レ ベ ル と 、
前 記 第 ３ レ ベ ル よ り 低 い 第 ４ レ ベ ル と の 間 で 切 り 換 わ り 、
　 前 記 第 １ 選 択 電 圧 の 波 形 が 前 記 第 ２ 選 択 電 圧 の 波 形 と は 逆 で あ る 、
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 表 示 装 置 が 、 画 素 列 の 方 向 に 延 び て 前 記 第 １ 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 １ 配 線 、 及 び 、
前 記 第 １ 配 線 に 隣 接 し て 画 素 列 の 方 向 に 延 び 、 前 記 第 ２ 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 ２ 配 線 、 を
さ ら に 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 第 ２ 配 線 と が 画 素 行 ご と に 交 差 し 、
　 前 記 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 前 記 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線
が 、 前 記 第 １ 配 線 及 び 前 記 第 ２ 配 線 の 一 方 と は 交 差 す る こ と な く 他 方 に 接 続 さ れ て い る 、
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 維 持 信 号 生 成 部 が シ フ ト レ ジ ス タ で あ り 、 前 記 維 持 電 極 線 の 各 々 に 接 続 さ れ て い る
複 数 の ス テ ー ジ を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
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　 前 記 維 持 信 号 生 成 部 の 奇 数 番 目 の 各 ス テ ー ジ ま た は 偶 数 番 目 の 各 ス テ ー ジ が 、 維 持 信 号
を 反 転 さ せ る イ ン バ ー タ 、 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 シ フ ト レ ジ ス タ が 集 積 回 路 チ ッ プ で あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 そ の 駆 動 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 （ liquid crystal display、 Ｌ Ｃ Ｄ ） は 、 画 素 電 極 や 共 通 電 極 を
備 え た ２ つ の 表 示 パ ネ ル と 、 そ れ ら の 間 に 挟 ま れ て い る 、 誘 電 率 異 方 性 を 示 す 液 晶 層 と を
有 す る 。 画 素 電 極 は 一 方 の 表 示 パ ネ ル の 上 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て い る 。 各 画 素 電
極 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） な ど の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ て い る 。 画 素 電 極 に
対 し て は 一 行 ず つ 順 番 に デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 共 通 電 極 は 他 方 の 表 示 パ ネ ル の 全 面 に
わ た っ て 形 成 さ れ 、 液 晶 層 を 隔 て て 画 素 電 極 と 対 向 し て い る 。 共 通 電 極 に 対 し て は 共 通 電
圧 が 印 加 さ れ る 。 各 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 の 部 分 で は 、 デ ー タ 電 圧
と 共 通 電 圧 と の 間 の 差 に 応 じ て 電 界 が 生 成 さ れ る 。 こ の 電 界 の 強 さ を 画 素 ご と に 調 節 し て
液 晶 層 の 光 透 過 率 を 画 素 ご と に 調 節 す る こ と に よ り 、 表 示 パ ネ ル に は 所 望 の 画 像 が 表 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 層 の 同 じ 部 分 に 一 方 向 の 電 界 が 長 時 間 印 加 さ れ る と 液 晶 層 の そ の 部 分 が 劣 化 す る 。
そ の よ う な 劣 化 を 防 止 す る た め に 、 液 晶 表 示 装 置 で は 一 般 に 、 フ レ ー ム ご と に 、 画 素 行 ご
と に 、 画 素 列 ご と に 、 ま た は 画 素 ご と に 、 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ
る （ 各 反 転 の 態 様 を 順 に 、 フ レ ー ム 反 転 、 行 反 転 、 列 反 転 、 点 反 転 と い う ） 。 そ れ に よ り
、 液 晶 層 の 各 部 分 に 生 成 さ れ る 電 界 の 方 向 を 適 度 な 時 間 間 隔 で 反 転 さ せ る と 共 に 、 そ の 反
転 に 伴 う 画 面 の ち ら つ き （ フ リ ッ カ ） を 抑 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 画 素 電 極 、 共 通 電 極 、 及 び そ れ ら の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 の 部 分 は 回 路 的 に は キ ャ パ シ タ
と 等 価 で あ る （ 以 下 、 液 晶 キ ャ パ シ タ と い う ） 。 液 晶 キ ャ パ シ タ と そ れ に 接 続 さ れ た ス イ
ッ チ ン グ 素 子 と の 対 が 一 つ の 画 素 を 構 成 す る 基 本 単 位 と な る 。 液 晶 キ ャ パ シ タ の 静 電 容 量
は 主 に 液 晶 分 子 の 応 答 速 度 で 決 ま る 。 一 般 に 、 印 加 さ れ た 電 界 に 対 す る 液 晶 分 子 の 応 答 が
遅 い の で 、 液 晶 キ ャ パ シ タ の 静 電 容 量 は 大 き い 。 従 っ て 、 液 晶 キ ャ パ シ タ に 対 し て デ ー タ
電 圧 と 共 通 電 圧 と が 印 加 さ れ 始 め て か ら 、 そ の 液 晶 キ ャ パ シ タ に よ っ て 保 持 さ れ る 電 圧 （
以 下 、 “ 画 素 電 圧 ” と 言 う ） が 目 標 電 圧 （ 所 望 の 輝 度 が 得 ら れ る 電 圧 ） に 到 達 す る ま で に
は 、 あ る 程 度 の 時 間 が か か る 。 こ の 時 間 は 更 に 、 画 素 電 圧 の 初 期 レ ベ ル （ す な わ ち 、 直 前
の 画 素 電 圧 ） と 目 標 電 圧 と の 間 の 差 に よ っ て 変 わ る 。 特 に 、 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 電 圧
の 極 性 を 反 転 さ せ る 場 合 、 画 素 電 圧 の 初 期 レ ベ ル と 目 標 電 圧 と の 間 の 差 が 大 き い の で 、 デ
ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 と の 間 の 差 を 単 に 目 標 電 圧 に 設 定 す る だ け で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の
オ ン 時 間 中 に は 画 素 電 圧 が 目 標 電 圧 に は 到 達 で き な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の オ ン 時 間 中 に 画 素 電 圧 を 確 実 に 目 標 電 圧 に 到 達 さ せ る た め の 手 段 と
し て は 例 え ば 、 Ｄ Ｃ Ｃ （ dynamic capacitance compensation） 方 式 が 知 ら れ て い る 。 Ｄ Ｃ
Ｃ 方 式 は 、 「 両 端 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 が 高 い ほ ど 充 電 が 速 い 」 と い う 液 晶 キ ャ パ シ タ の 特
徴 を 利 用 す る 。 具 体 的 に は 、 デ ー タ 電 圧 （ よ り 正 確 に は デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 と の 間 の 差
） を 目 標 電 圧 よ り 高 く 設 定 す る 。 そ れ に よ り 、 画 素 電 圧 が 目 標 電 圧 に 、 よ り 早 く 到 達 す る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 Ｄ Ｃ Ｃ 方 式 を 実 施 す る に は フ レ ー ム メ モ リ と Ｄ Ｃ Ｃ 演 算 用 の 駆 動 回 路 と が 液 晶 表 示 装 置
に は 必 要 で あ る の で 、 回 路 設 計 の 更 な る 簡 単 化 と 製 造 コ ス ト の 更 な る 削 減 と が 困 難 で あ る
。
　 液 晶 表 示 装 置 が 携 帯 電 話 な ど に 搭 載 さ れ る 場 合 は 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 の 消 費 電 力 の 更 な
る 削 減 が 重 要 で あ る 。 し か し 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 反 転 に 必 要 な 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が
、 表 示 装 置 の 解 像 度 の 向 上 に 伴 っ て 困 難 に な っ て い る 。 特 に Ｄ Ｃ Ｃ 方 式 を 実 施 す る 場 合 、
追 加 さ れ た 演 算 回 路 等 に よ る 電 力 消 費 を 抑 え る こ と が 更 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 携 帯 電 話 な ど に 搭 載 さ れ る 中 小 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 一 般 に 行 反 転 を 行 う 。 行 反 転 は 点 反
転 よ り 、 階 調 を 表 現 す る た め の デ ー タ 電 圧 の 範 囲 が 狭 い 。 特 に Ｖ Ａ （ Vertical Alignment
） モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 で は 液 晶 の し き い 値 電 圧 が 高 い の で 、 階 調 表 現 に 利 用 可 能 な デ ー タ
電 圧 の 範 囲 が し き い 値 電 圧 に よ っ て 更 に 狭 め ら れ る 、 従 っ て 、 更 な る 高 画 質 化 が 難 し い 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 反 転 に 伴 う 消 費 電 力 を 低 く 抑 え 、 階 調 表 現 に 利 用 可
能 な デ ー タ 電 圧 の 範 囲 を 更 に 拡 げ 、 か つ 、 画 素 電 圧 を 目 標 電 圧 に 所 定 の 時 間 内 で 確 実 に 到
達 さ せ 得 る 表 示 装 置 、 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 、
　 ゲ ー ト 線 と 交 差 し 、 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 、
　 ゲ ー ト 線 に 対 し て 平 行 に 延 び 、 維 持 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の 維 持 電 極 線 、
　 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 と に 接 続 さ れ て い る 複 数 の 画 素 、 及 び
、
　 ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル の 変 化 に 従 っ て 維 持 信 号 の レ ベ ル を 変 化 さ せ る 維 持 信 号 生 成 部 、 を
有 す る 。 特 に 各 画 素 で ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ フ 電 圧 ま で 下 げ ら れ 、 液 晶 キ ャ パ シ
タ の 充 電 が 終 わ っ た 直 後 に 、 維 持 信 号 生 成 部 が 維 持 信 号 の レ ベ ル を 変 化 さ せ る 。 好 ま し く
は 、 維 持 信 号 生 成 部 が 、 各 画 素 に つ い て 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 正 で あ る 場 合 は 維 持 信 号 の
レ ベ ル を 上 げ 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 負 で あ る 場 合 は 維 持 信 号 の レ ベ ル を 下 げ る 。 好 ま し く
は 、 維 持 信 号 生 成 部 が 維 持 信 号 の レ ベ ル を 、 同 じ フ レ ー ム で は 維 持 電 極 線 ご と に 変 化 さ せ
、 同 じ 維 持 電 極 線 に 対 し て は フ レ ー ム ご と に 変 化 さ せ る 。 そ れ に よ り 、 本 発 明 に よ る 表 示
装 置 は 好 ま し く は 行 反 転 を 行 う 。 そ の 場 合 、 共 通 電 圧 は 一 定 の レ ベ ル に 維 持 さ れ て も 良 い
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 維 持 信 号 生 成 部 は 好 ま し く は 、 維 持 電 極 線 の 一 つ に 維 持 信 号 を 出 力 す る 信 号 生 成 回 路 、
を 複 数 有 す る 。 各 信 号 生 成 回 路 は 好 ま し く は 、
　 第 １ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 維 持 電 極
線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、 を 含 む 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 並 び に 、
　 そ の 第 １ ゲ ー ト 線 に 隣 接 し た 第 ２ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ
る 入 力 端 子 、 及 び 、 同 じ 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、 を 含 む 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子
、 を 有 す る 。 こ こ で 、 駆 動 電 圧 の レ ベ ル が 好 ま し く は １ 水 平 周 期 ご と に 、 第 １ レ ベ ル と 、
第 １ レ ベ ル よ り 低 い 第 ２ レ ベ ル と の 間 で 切 り 換 わ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 信 号 生 成 回 路 は そ の 他 に 、
　 第 １ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 互 い に 異 な る 第 １ 駆 動 電 圧 と 第 ２ 駆 動 電 圧 と の 一
方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、 を 含 む 第 １ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 、 並 び に 、
　 そ の 第 １ ゲ ー ト 線 に 隣 接 し た 第 ２ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 第 １ 駆 動 電 圧 と 第 ２
駆 動 電 圧 と の 他 方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 同 じ 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、
を 含 む 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 を 有 し て も 良 い 。 こ こ で 、 第 １ 駆 動 電 圧 と 第 ２ 駆 動 電 圧 と
の 各 レ ベ ル は 好 ま し く は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 １ レ ベ ル と 、 第 １ レ ベ ル よ り 低 い 第 ２ レ ベ
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ル と の 間 で 切 り 換 わ り 、 第 １ 駆 動 電 圧 の 波 形 が 第 ２ 駆 動 電 圧 の 波 形 と は 逆 で あ る 。 各 信 号
生 成 回 路 が そ の よ う な 構 成 で あ る 場 合 、 好 ま し く は 、 表 示 装 置 が 、 画 素 列 の 方 向 に 延 び て
第 １ 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 １ 配 線 、 及 び 、 第 １ 配 線 に 隣 接 し て 画 素 列 の 方 向 に 延 び 、 第 ２
駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 ２ 配 線 、 を さ ら に 有 す る 。 更 に 好 ま し く は 、 第 １ 配 線 と 第 ２ 配 線 と
が 画 素 行 ご と に 交 差 し 、 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 入 力 端 子 か
ら 延 び る 配 線 が 、 第 １ 配 線 及 び 第 ２ 配 線 の 一 方 と 交 差 す る こ と な く 他 方 に 接 続 さ れ て い る
。 そ の 他 に 、 第 １ 配 線 と 第 ２ 配 線 と が 互 い に 平 行 で あ り 、 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 入 力 端
子 が 第 １ 配 線 と 第 ２ 配 線 と の 一 方 に 接 続 さ れ 、 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 入 力 端 子 が 第 １ 配
線 と 第 ２ 配 線 と の 他 方 に 接 続 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 信 号 生 成 回 路 は 更 に 上 記 の も の と は 別 に 、
　 第 １ 選 択 電 圧 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 と 、 ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 と を 含 む 第 １ ス
イ ッ チ ン グ 素 子 、
　 第 ２ 選 択 電 圧 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 と 、 同 じ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 と を 含 む 第
２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、
　 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 互 い に 異 な る 第 １ 駆 動 電 圧 と
第 ２ 駆 動 電 圧 と の 一 方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、
を 含 む 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、
　 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 制 御 端 子 、 第 １ 駆 動 電 圧 と 第 ２ 駆 動 電 圧
と の 他 方 が 印 加 さ れ る 入 力 端 子 、 及 び 、 同 じ 維 持 電 極 線 に 接 続 さ れ た 出 力 端 子 、 を 含 む 第
４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 を 有 し て い て も 良 い 。 こ こ で 、 好 ま し く は 、 第 １ 選 択 電 圧 及 び 第 ２
選 択 電 圧 の 各 レ ベ ル が フ レ ー ム ご と に 、 第 ３ レ ベ ル と 、 第 ３ レ ベ ル よ り 低 い 第 ４ レ ベ ル と
の 間 で 切 り 換 わ り 、 第 １ 選 択 電 圧 の 波 形 が 第 ２ 選 択 電 圧 の 波 形 と は 逆 で あ る 。 各 信 号 生 成
回 路 が そ の よ う な 構 成 で あ る 場 合 、 好 ま し く は 、 表 示 装 置 が 、 画 素 列 の 方 向 に 延 び て 第 １
駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 第 １ 配 線 、 及 び 、 第 １ 配 線 に 隣 接 し て 画 素 列 の 方 向 に 延 び 、 第 ２ 駆 動
電 圧 を 伝 達 す る 第 ２ 配 線 を さ ら に 有 す る 。 更 に 好 ま し く は 、 第 １ 配 線 と 第 ２ 配 線 と が 画 素
行 ご と に 交 差 し 、 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 及 び 第 ４ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 入 力 端 子 か ら 延 び
る 配 線 が 、 第 １ 配 線 と 第 ２ 配 線 と の 一 方 と は 交 差 す る こ と な く 他 方 に 接 続 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 で は 、 維 持 信 号 生 成 部 が ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル の 変 化 に 従 っ て 維 持
信 号 の レ ベ ル を 変 化 さ せ る 。 特 に 、 各 画 素 で ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ フ 電 圧 ま で 下
げ ら れ 、 液 晶 キ ャ パ シ タ の 充 電 が 終 わ っ た 直 後 に 、 維 持 信 号 生 成 部 が 維 持 信 号 の レ ベ ル を
（ 特 に デ ー タ 電 圧 と は 逆 極 性 に ） 変 化 さ せ る 。 そ の と き 、 そ の 画 素 で は 液 晶 キ ャ パ シ タ と
ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と の 間 で 電 荷 が 再 配 置 さ れ る 。 そ の 再 配 置 の 結 果 、 安 定 化 し た 画 素
で は 画 素 電 極 の 電 圧 の 絶 対 値 が デ ー タ 電 圧 の 絶 対 値 よ り 増 大 す る 。 こ う し て 、 デ ー タ 電 圧
の 変 動 可 能 範 囲 を 一 定 に 維 持 し た ま ま 、 画 素 電 極 の 実 際 の 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 を 拡 大 で き
る 。 特 に 共 通 電 圧 を 所 定 の 電 圧 に 固 定 し て も 、 デ ー タ 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 を 同 一 に 維 持 し
た ま ま 、 画 素 電 極 の 電 圧 と 共 通 電 圧 と の 間 の 差 の 変 動 可 能 範 囲 、 す な わ ち 画 素 電 圧 の 変 動
可 能 範 囲 を 拡 大 で き る 。 従 っ て 、 階 調 表 現 に 利 用 可 能 な 画 素 電 圧 の 範 囲 が 広 く な る の で 表
示 装 置 の 画 質 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 維 持 信 号 の 変 動 範 囲 を 十 分 に 小 さ く 抑 え て も 画 素 電 極 の 実 際 の 電 圧 の 変 動 可 能 範
囲 を 十 分 に 拡 大 で き る 。 従 っ て 、 従 来 の 表 示 装 置 の 構 成 で 維 持 信 号 の レ ベ ル を 一 定 に 維 持
し た ま ま デ ー タ 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 を 拡 大 す る 場 合 よ り 、 必 要 な 消 費 電 力 を 削 減 で き る 。
そ の 上 、 共 通 電 圧 の レ ベ ル を デ ー タ 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 の 中 間 に 固 定 し た 場 合 、 共 通 電 圧
の レ ベ ル を そ の ま ま 一 定 に 維 持 し て い て も 、 維 持 信 号 の レ ベ ル の 変 化 に よ り 、 共 通 電 圧 に
対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 画 素 行 ご と に 反 転 で き る 。 し か も 、 画 素 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 を
十 分 に 広 く 維 持 で き る 。 こ の よ う に 、 共 通 電 圧 を 一 定 の レ ベ ル に 固 定 し た ま ま で も 行 反 転
を 実 行 で き る の で 、 消 費 電 力 を さ ら に 削 減 で き る 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-164175 A 2007.6.28



【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 維 持 信 号 生 成 部 が 維 持 信 号 の レ ベ ル を 変 化 さ せ た 直 後 か ら 、 各 画 素 の 液 晶 キ ャ パ
シ タ と ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ と の 間 で 電 荷 の 再 配 置 が 安 定 化 す る ま で の 期 間 で は 、 画 素 電
極 の 電 圧 の 絶 対 値 が 安 定 化 し た 状 態 で の 絶 対 値 よ り 更 に 大 き い 。 そ れ に よ り 、 そ の 期 間 で
は 画 素 電 圧 の 絶 対 値 が 目 標 電 圧 の 絶 対 値 よ り 大 き く 維 持 さ れ る の で 、 液 晶 の 応 答 速 度 が 向
上 す る 。 そ の 結 果 、 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 画 素 電 圧 を 目 標 電 圧 に 所 定 の 時 間 内 で 確 実
に 到 達 さ せ 得 る の で 、 画 質 が 高 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 1及 び 図 2を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 に つ
い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 1は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り
、 図 2は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の １ つ の 画 素 の 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る
。
　 図 1に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ
ン ブ リ 300、 ゲ ー ト 駆 動 部 400、 デ ー タ 駆 動 部 500、 維 持 信 号 生 成 部 700、 階 調 電 圧 生 成 部 80
0、 及 び 、 信 号 制 御 部 600を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300は 、 複 数 の 信 号 線 G 1 － G n 、 G d 、 D 1 － D m 、 S 1 － S n と 、 こ れ
に 接 続 さ れ て ほ ぼ マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 PXと を 有 す る 。 一 方 、 図 2に 示
し た よ う に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300は 、 互 い に 対 向 す る 下 部 表 示 パ ネ ル 100と 上 部
表 示 パ ネ ル 200、 及 び そ れ ら の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 3を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 信 号 線 は 、 複 数 の ゲ ー ト 線 G 1 － G n 、 G d 、 複 数 の デ ー タ 線 D 1 － D m 、 及 び 複 数 の 維 持 電 極 線
S 1 － S n を 有 す る 。 ゲ ー ト 線 G 1 － G n 、 Gdは ゲ ー ト 信 号 （ “ 走 査 信 号 ” と も 言 う ） を 伝 達 す る
。 ゲ ー ト 線 は 特 に 、 各 画 素 PXに 接 続 さ れ た ゲ ー ト 線 G 1 － G n の 他 に 、 一 本 の 付 加 ゲ ー ト 線 G d
を 含 む 。 維 持 電 極 線 S 1 － S n は 維 持 信 号 を 伝 達 し 、 デ ー タ 線 D 1 － D m は デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る
。 ゲ ー ト 線 G 1 － G n 、 G d と 維 持 電 極 線 S 1 － S n と は 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 で 、 互 い に ほ と
ん ど 平 行 に 延 び て い る 。 デ ー タ 線 D 1 － D m は 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 で 、 互 い に ほ ぼ 平 行
に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 i番 目 （ i＝ 1、 2、 … 、 n） の ゲ ー ト 線 G i と 、 j番 目 （ j＝ 1、 2
、 … 、 m） の デ ー タ 線 D j と に 接 続 さ れ た 画 素 PXは 、 そ れ ら の 信 号 線 G i 、 D j に 接 続 さ れ た ス
イ ッ チ ン グ 素 子 Q、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qに 接 続 さ れ た 液 晶 キ ャ パ シ タ Clc、 及 び 、 ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Qと i番 目 の 維 持 電 極 線 S i と に 接 続 さ れ た ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstを 有 す る 。 ス
イ ッ チ ン グ 素 子 Qは 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100に 備 え ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど の 三 端 子
素 子 で あ る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qの 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 G i に 接 続 さ れ 、 入 力 端 子 は デ ー タ
線 D j に 接 続 さ れ 、 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clc及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstに 接 続 さ れ
て い る 。 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcは 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100の 画 素 電 極 191と 上 部 表 示 パ ネ ル 200の
共 通 電 極 270と を ２ つ の 端 子 と し 、 そ れ ら ２ つ の 電 極 191、 270の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 3を 誘
電 体 と し て 機 能 さ せ る 。 画 素 電 極 191は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qに 接 続 さ れ て い る 。 共 通 電 極 27
0は 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 全 面 に 形 成 さ れ 、 共 通 電 圧 Vcomの 印 加 を 受 け る 。 共 通 電 圧 は 一 定
レ ベ ル の 直 流 電 圧 で あ る 。 尚 、 図 2と は 異 な り 、 共 通 電 極 が 下 部 表 示 パ ネ ル 100に 備 え ら れ
て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 ２ つ の 電 極 191、 270の 少 な く と も １ つ が 線 状 ま た は 棒 状 に 形 成
さ れ て い て も 良 い 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstは 、 画 素 電 極 191と 維 持 電 極 線 S i と が 絶 縁 体
を 挟 ん で 重 な っ て い る 部 分 か ら 構 成 さ れ て い る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstは 液 晶 キ ャ パ
シ タ Clcを 補 助 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 表 示 パ ネ ル が 色 表 示 を 実 現 す る 方 式 と し て は 、 各 画 素 が 基 本 色 の １ つ を 固 有 に 表 示 す る
方 式 （ 空 間 分 割 方 式 ） と 、 各 画 素 が 時 間 に よ っ て 異 な る 基 本 色 を 交 互 に 表 示 す る 方 式 （ 時
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間 分 割 方 式 ） と が あ る 。 各 画 素 の 示 す 基 本 色 の 空 間 的 分 布 、 又 は 時 間 的 変 化 に 応 じ て 所 望
の 色 相 が 表 現 さ れ る 。 基 本 色 の 例 と し て は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の 三 原 色 が あ る 。 図 2は 空
間 分 割 方 式 の 一 例 で あ り 、 各 画 素 PXが 、 画 素 電 極 191に 対 向 す る 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 領 域
に 基 本 色 の １ つ を 示 す 色 フ ィ ル タ ー 230を 備 え て い る 。 図 2と は 異 な り 、 色 フ ィ ル タ ー が 下
部 表 示 パ ネ ル 100の 画 素 電 極 191の 上 ま た は 下 に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ 300に は 更 に 、 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） が 少 な く と も １ つ 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 再 び 、 図 1を 参 照 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の ゲ ー ト 線 G 1 － G n 、 G d に 接 続 さ れ て い
る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonと ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffと の 組 み 合 わ せ か ら 成
る ゲ ー ト 信 号 を ゲ ー ト 線 G 1 － G n 、 G d に 対 し て 印 加 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 好 ま し く は 、
信 号 線 G 1 － G n 、 G d 、 D 1 － D m 、 S 1 － S n 、 及 び ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qと 共 に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ 300に 集 積 化 さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 ゲ ー ト 駆 動 部 400が 、 少 な く と も １ つ の 集 積
回 路 チ ッ プ の 形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 上 に 直 接 実 装 さ れ て い て も 良 い 。 更
に そ の 他 に 、 可 撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ て Ｔ Ｃ Ｐ （ tape carrier pac
kage） の 形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 連 結 さ れ て い て も 、 別 の 印 刷 回 路 基 板 （
図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 維 持 信 号 生 成 部 700は 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 維 持 電 極 線 S 1 － S n と ゲ ー ト 線 G 1 －
G n 、 G d と に 接 続 さ れ 、 維 持 電 極 線 S 1 － S n に 、 高 レ ベ ル 電 圧 と 低 レ ベ ル 電 圧 と か ら 成 る 維 持
信 号 を 印 加 す る 。 尚 、 維 持 信 号 生 成 部 700が 、 付 加 ゲ ー ト 線 G d を 通 じ て ゲ ー ト 駆 動 部 400か
ら 受 信 す る ゲ ー ト 信 号 に 代 え 、 信 号 制 御 部 600又 は 他 の 信 号 生 成 部 か ら 必 要 な 信 号 を 受 信
し て も 良 い 。 そ の 場 合 、 付 加 ゲ ー ト 線 G d は 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 形 成 さ れ な く
て も 良 い 。
　 維 持 信 号 生 成 部 700は 好 ま し く は 、 信 号 線 G 1 － G n 、 G d 、 D 1 － D m 、 S 1 － S n 、 及 び ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Qと 共 に 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 集 積 化 さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 少 な く と
も １ つ の 集 積 回 路 チ ッ プ の 形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 上 に 直 接 実 装 さ れ て い
て も 良 い 。 更 に そ の 他 に 、 可 撓 性 印 刷 回 路 膜  （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ て Ｔ Ｃ Ｐ の 形
態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 連 結 さ れ て い て も 、 別 の 印 刷 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ）
の 上 に 実 装 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 階 調 電 圧 生 成 部 800は 、 画 素 PXの 透 過 率 に 対 応 づ け ら れ た 階 調 電 圧 の 全 て 、 ま た は 特 定
の 階 調 電 圧 （ 以 下 、 “ 基 準 階 調 電 圧 ” と 言 う ） を 生 成 す る 。 （ 基 準 ） 階 調 電 圧 は 好 ま し く
は 、 共 通 電 圧 Vcomに 対 し て 正 の も の と 負 の も の と を 含 む 。
　 デ ー タ 駆 動 部 500は 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の デ ー タ 線 D 1 － D m と 階 調 電 圧 生 成 部 80
0と に 接 続 さ れ て い る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は 、 外 部 か ら 受 信 さ れ る デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATに
基 づ い て 階 調 電 圧 生 成 部 800か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し 、 こ れ を デ ー タ 電 圧 と し て デ ー タ 線 D

1 － D m に 対 し て 印 加 す る 。 こ こ で 、 階 調 電 圧 生 成 部 800が 、 全 て の 階 調 電 圧 で は な く 、 基 準
階 調 電 圧 の み を 提 供 す る 場 合 、 デ ー タ 駆 動 部 500は 基 準 階 調 電 圧 を 分 圧 し て 所 望 の デ ー タ
電 圧 を 生 成 す る 。
　 信 号 制 御 部 600は 、 外 部 か ら 受 信 さ れ る 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bや 入 力 制 御 信 号 DE、 Hsync
、 Vsync、 MCLKに 従 い 、 ゲ ー ト 駆 動 部 400、 デ ー タ 駆 動 部 500、 及 び 維 持 信 号 生 成 部 700な ど
を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 500、 信 号 制 御 部 600、 階 調 電 圧 生 成 部 800の 各 々 は 好 ま し く は 、 少 な く と
も １ つ の 集 積 回 路 チ ッ プ の 形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 上 に 直 接 実 装 さ れ て い
る 。 そ の 他 に 、 可 撓 性 印 刷 回 路 膜  （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ て Ｔ Ｃ Ｐ の 形 態 で 液 晶 表
示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 連 結 さ れ て い て も 、 別 の 印 刷 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装
さ れ て も 良 い 。 更 に そ の 他 に 、 信 号 線 G 1 － G n 、 D 1 － D m 、 S 1 － S n 、 及 び ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q
と 共 に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 集 積 化 さ れ て い て も 良 い 。 尚 、 ゲ ー ト 駆 動 部 400
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、 デ ー タ 駆 動 部 500、 信 号 制 御 部 600、 維 持 信 号 生 成 部 700、 及 び 階 調 電 圧 生 成 部 800が 単 一
の チ ッ プ に 集 積 化 さ れ て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 そ れ ら の う ち の 少 な く と も １ つ 、 ま た は
そ れ ら を 構 成 す る 回 路 素 子 の 少 な く と も １ つ が 、 そ の 単 一 チ ッ プ に 外 付 け さ れ て い て も 良
い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 信 号 制 御 部 600が 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） か ら 、 入 力 映 像 信 号 R、
G、 B、 及 び 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bは 各 画 素 PXの 輝 度 情 報 を 含 む
。 こ こ で 、 各 画 素 の 輝 度 は 、 決 め ら れ た 数 （ 例 え ば 、 1024＝ 2 1 0 、 256＝ 2 8 、 ま た は 64＝ 2 6

） の 階 調 で 表 さ れ て い る 。 入 力 制 御 信 号 の 例 と し て は 、 垂 直 同 期 信 号 Vsync、 水 平 同 期 信
号 Hsync、 メ イ ン ク ロ ッ ク 信 号 MCLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEな ど が あ る 。 信 号 制 御 部 600
は 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bと 入 力 制 御 信 号 と に 基 づ い て 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bを 液 晶 表 示 パ ネ
ル ア セ ン ブ リ 300の 動 作 条 件 に 合 わ せ て 適 切 に 処 理 し 、 デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATを 生 成 す る 。
信 号 制 御 部 600は 更 に 入 力 制 御 信 号 に 基 づ き 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT
2、 及 び 維 持 制 御 信 号 CONT3を 生 成 す る 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は ゲ ー ト 駆 動 部 400に 出 力 さ
れ 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2と デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATと は デ ー タ 駆 動 部 500に 出 力 さ れ 、 維 持
制 御 信 号 CONT3は 維 持 信 号 生 成 部 700に 出 力 さ れ る 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は 、 走 査 開 始 を
指 示 す る 走 査 開 始 信 号 と 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 出 力 周 期 を 制 御 す る ク ロ ッ ク 信 号 と を 含
む 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は ま た 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 持 続 時 間 を 限 定 す る 出 力 イ ネ ー ブ
ル 信 号 を 含 ん で い て も 良 い 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は 、 各 行 の 画 素 PXに 対 す る デ ジ タ ル 映
像 信 号 DATの 伝 送 開 始 を 知 ら せ る 水 平 同 期 開 始 信 号 、 デ ー タ 線 D 1 － D m に 対 す る デ ー タ 電 圧
の 印 加 を 命 令 す る ロ ー ド 信 号 、 及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 を 含 む 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は
ま た 、 共 通 電 圧 Vcomに 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 （ 以 下 、 “ デ ー タ 電 圧 の 極 性 ” と 略 す ） の
反 転 を 指 示 す る 反 転 信 号 を 含 ん で い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2に 従 い 、 デ ー タ 駆 動 部 500は 、 i番 目 （ i＝ 1、 2、 … 、 n） の 行 の 画
素 PXに 対 す る デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATを 受 信 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は 更 に 、 各 デ ジ タ ル 映 像
信 号 DATに 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る 。 そ れ に よ り 、 デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATが ア ナ ロ グ 信
号 で あ る デ ー タ 電 圧 に 変 換 さ れ る 。 そ の 後 、 デ ー タ 駆 動 部 500は デ ー タ 電 圧 を 目 標 の デ ー
タ 線 D 1 － D m に 対 し て 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400は ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1に 従 い 、 i番 目 の ゲ ー ト 線 G i （ i＝ 1、 2、 … 、 n
、 d） に 対 す る ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル を ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 変 え る 。 そ れ に よ り 、 そ の ゲ ー
ト 線 G i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qが 導 通 す る （ 但 し 、 付 加 ゲ ー
ト 線 G d に は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qが 接 続 さ れ て い な い の で 、 i≠ d） 。 そ の と き 、 デ ー タ 線 D 1
－ D m に 対 し て 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 が 、 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qを 通 じ て i番 目 （ i＝ 1
、 2、 … 、 n、 i≠ d） の 行 の 画 素 PXに 対 し て 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400は ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonを １ 水 平 周 期 （ “ 1H” と も 言 い 、 水 平 同 期 信 号 Hs
ync及 び デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEの 一 周 期 に 等 し い ） の 間 、 維 持 す る 。 そ の 後 、 デ ー タ 駆
動 部 500が （ i＋ 1） 番 目 （ i＝ 1、 2、 … 、 n。 こ こ で 、 n＋ 1＝ dと す る ） の 行 の 画 素 PXに 対 す
る デ ー タ 電 圧 を デ ー タ 線 D 1 － D m に 対 し て 印 加 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 400は そ の と き 、 ま ず 、 i
番 目 の ゲ ー ト 線 G i に 対 し て 印 加 さ れ る ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル を ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffに 変 え 、
次 に 、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 線 G i ＋ 1 に 対 す る ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル を ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに
変 え る 。 そ の 結 果 、 i番 目 の 画 素 行 で は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qが 遮 断 さ れ 、 画 素 電 極 191が フ
ロ ー テ ィ ン グ 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 維 持 信 号 生 成 部 700は 、 維 持 制 御 信 号 CONT3と 、 各 ゲ ー ト 線 に 対 し て 印 加 さ れ た ゲ ー ト 信
号 の レ ベ ル の 変 化 と に 従 い 、 各 維 持 電 極 線 に 対 し て 印 加 さ れ る 維 持 信 号 の レ ベ ル を 変 え る
。 特 に 後 述 の よ う に 、 画 素 電 極 191が デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け て い る 期 間 と フ ロ ー テ ィ ン
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グ 状 態 に 維 持 さ れ て い る 期 間 と の 間 で 、 維 持 信 号 の レ ベ ル が 変 化 す る 。 そ れ に よ り 、 各 画
素 行 で は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 一 端 子 で あ る 維 持 電 極 の 電 圧 が 変 化 す る の で 、 そ の
変 化 に 応 じ て 画 素 電 極 191の 電 圧 が 変 化 す る （ 後 述 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 画 素 PXに 対 す る ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 維 持 さ れ て い る 間 、 そ の 画
素 PXに 対 す る デ ー タ 電 圧 の 印 加 が 継 続 さ れ 、 そ の 画 素 PXの 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcと ス ト レ ー
ジ キ ャ パ シ タ Cstと が 充 電 さ れ る 。 そ の 画 素 PXに 対 す る ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ フ
電 圧 Voffに 切 り 換 え ら れ た と き 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 両 端 電 圧 、 つ ま り 、 画 素 電 圧 は 、
そ の 画 素 PXに 対 し て 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 Vcomと の 間 の 差 に ほ ぼ 等 し い 。 そ の
画 素 電 圧 は 次 の フ レ ー ム ま で ほ ぼ 同 じ レ ベ ル を 維 持 す る 。 そ れ に よ り 、 各 画 素 PXで は 、 液
晶 層 3が 画 素 電 圧 の レ ベ ル に 対 応 す る 配 向 状 態 で 安 定 化 す る 。 そ の と き 、 液 晶 層 3を 通 過 す
る 光 は そ の 液 晶 層 3の 配 向 状 態 に 応 じ て 偏 光 方 向 を 変 化 さ せ る 。 こ の 偏 光 方 向 の 変 化 が 偏
光 子 に よ っ て 画 素 PXの 透 過 率 の 変 化 と し て 現 れ る 。 こ う し て 、 各 画 素 PXが 、 デ ジ タ ル 映 像
信 号 DATの 示 す 階 調 に 応 じ た 輝 度 で 光 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 過 程 が 全 て の 画 素 行 に 対 し て 繰 り 返 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 は １ つ の
フ レ ー ム の 映 像 を 画 面 に 表 示 す る 。 １ つ の フ レ ー ム が 終 わ る と 次 の フ レ ー ム が 始 ま る 。 そ
の と き 、 デ ー タ 駆 動 部 500に 対 し て 印 加 さ れ る 反 転 信 号 の 状 態 が 制 御 さ れ 、 各 画 素 PXに 対
し て 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 直 前 の フ レ ー ム に お け る 極 性 と は 反 対 に な る （ “ フ レ
ー ム 反 転 ” ） 。 ま た 、 各 画 素 行 で は デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 全 て 同 一 で あ り 、 隣 接 し た ２ つ の
画 素 行 の 間 で は デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 対 で あ る （ “ 行 反 転 ” ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 更 に 、 画 素 電 極 191に 対 し て 正 極 性 の デ
ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 に 対 し て は 維 持 信 号 の レ ベ ル を 上 げ 、 画 素 電 極 191に 対 し て 負
極 性 の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 に 対 し て は 維 持 信 号 の レ ベ ル を 下 げ る （ 後 述 参 照 ） 。
そ れ に よ り 、 正 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 電 極 191で は そ の 電 圧 が さ ら に 上 が り
、 負 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 電 極 191で は そ の 電 圧 が さ ら に 下 が る 。 従 っ て 、
画 素 電 極 191の 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 は デ ー タ 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 （ す な わ ち 、 全 て の 階 調
電 圧 を 含 む 範 囲 ） よ り 広 い 。 そ の 結 果 、 画 素 の 輝 度 を よ り 広 い 範 囲 で 表 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 維 持 信 号 生 成 部 700は 好 ま し く は 、 維 持 電 極 線 S 1 － S n の 各 々 に 接 続 さ れ た 複 数 の 信 号 生
成 回 路 を 有 す る 。 こ の 信 号 生 成 回 路 群 の 一 例 に つ い て 、 図 3及 び 図 4を 参 照 し な が ら 詳 細 に
説 明 す る 。 図 3は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 信 号 生 成 回 路 の 一 例 を 示 す 回 路 図 で あ り 、 図 4
は 、 図 3に 示 し た 信 号 生 成 回 路 で 使 用 さ れ る 各 信 号 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 3に 示 し た よ う に 、 各 信 号 生 成 回 路 ST i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） は 入 力 端 IPと 出 力 端 OPと を
含 む 。 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i で は 、 入 力 端 IPは i番 目 の ゲ ー ト 線 G i に 接 続 さ れ て i番 目 の
ゲ ー ト 信 号 g i を 受 信 し 、 出 力 端 OPは i番 目 の 維 持 電 極 線 S i に 接 続 さ れ て i番 目 の 維 持 信 号 V S
i を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 各 信 号 生 成 回 路 ST i は 更 に 、 共 通 の 配 線 SLを 通 じ 、 維 持 制 御 信 号 CONT3に 含 ま れ る 駆 動 電
圧 V S L を 受 け る 。 図 4に 示 し た よ う に 、 駆 動 電 圧 V S L の レ ベ ル は 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ と 低 レ ベ ル
電 圧 V－ と の 間 で 切 り 換 わ る 。 駆 動 電 圧 V S L の 周 期 は 水 平 周 期 の 約 2倍 （ 約 2H） で あ り 、 デ
ュ ー テ ィ 比 は 約 50％ で あ る 。 駆 動 電 圧 V S L の 波 形 は フ レ ー ム ご と に （ 上 下 方 向 で ） 反 転 す
る 。 好 ま し く は 、 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ が 約 5Vで あ り 、 低 レ ベ ル 電 圧 V－ が 約 0Vで あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 3に 示 し た よ う に 、 各 信 号 生 成 回 路 ST i は 好 ま し く は 、 ２ つ の ト ラ ン ジ ス タ Tr1、 Tr2を
ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 利 用 す る 。 ２ つ の ト ラ ン ジ ス タ Tr1、 Tr2の 入 力 端 子 に 対 し て は 同
じ 駆 動 電 圧 V S L が 印 加 さ れ る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ Tr1、 Tr2の 出 力 端 子 は い ず れ も 出 力 端 OPに
接 続 さ れ て い る 。 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr1の 制 御 端 子 は 入 力 端 IPに 接 続 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ
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ス タ Tr2の 制 御 端 子 は 次 段 （ す な わ ち 、 （ i＋ 1） 番 目 ） の 信 号 発 生 回 路 ST i ＋ 1 の 入 力 端 IP
に 接 続 さ れ て い る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ Tr1、 Tr2は 好 ま し く は 、 非 晶 質 シ リ コ ン ま た は 多 結 晶
シ リ コ ン を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。
　 尚 、 n番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST n で は 好 ま し く は 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr2の 制 御 端 子 が 付 加
ゲ ー ト 線 G d に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト 駆 動 部 400か ら ゲ ー ト 信 号 を 受 信 す る 。 そ の 他 に 、 n番 目 の
信 号 生 成 回 路 ST n で は 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr2の 制 御 端 子 が 、 信 号 制 御 部 600な ど 、 ゲ ー ト 駆
動 部 400と は 別 の 信 号 生 成 部 や 外 部 か ら 制 御 信 号 を 受 信 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ ら の 信 号 生 成 回 路 群 ST 1 － ST n の 動 作 に つ い て 、 図 3、 4を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 尚
、 各 信 号 生 成 回 路 ST i は い ず れ も 内 部 の 構 造 が 共 通 で あ り 、 同 様 な 動 作 を 行 う 。 従 っ て 、
以 下 の 説 明 で は 、 図 3に 示 さ れ て い る i番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i の 動 作 と （ i＋ 1） 番 目 の 信
号 生 成 回 路 ST i ＋ 1 の 動 作 と を 例 に 挙 げ る 。 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i は i番 目 の 維 持 電 極 線 S

i に 対 し て i番 目 の 維 持 信 号 V S i を 印 加 す る 。 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i ＋ 1 は （ i＋ 1
） 番 目 の 維 持 電 極 線 S i ＋ 1 に 対 し て （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 i番 目 の ゲ ー ト 線 G i に 対 し て 印 加 さ れ る i番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧
Vonに 切 り 換 わ る と 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr1が 導 通 す る 。 そ れ と
同 時 に 、 駆 動 電 圧 V S L の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 切 り 換 わ る 。 従 っ て 、 導 通 し た 第 １ ト
ラ ン ジ ス タ Tr1を 通 じ て 低 レ ベ ル 電 圧 V－ が i番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i の 出 力 端 OPに 対 し て 印
加 さ れ る 。 す な わ ち 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 維 持 さ れ る 。 一
方 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 の レ ベ ル は 直 前 の 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 約 1水 平 周 期 1Hが 経 過 す る と 、 i番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i の レ ベ ル が ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffに 切
り 換 わ る の で 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr1が 遮 断 さ れ る 。 続 い て 、
（ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 線 G i ＋ 1 に 対 し て 印 加 さ れ る （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 1 の レ ベ
ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 切 り 換 わ る 。 そ れ に よ り 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i の 第 ２ ト ラ
ン ジ ス タ Tr2が 導 通 す る 。 そ れ と 同 時 に 、 駆 動 電 圧 V S L の レ ベ ル が 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 切 り
換 わ る 。 従 っ て 、 導 通 し た 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr2を 通 じ て 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ が 出 力 端 OPに 対
し て 印 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 切 り 換 わ
る 。 こ う し て 、 i番 目 の ゲ ー ト 線 G i に 接 続 さ れ た 画 素 行 で は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 印 加 に
伴 う 液 晶 キ ャ パ シ タ の 充 電 が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonか ら ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffへ の 切 り 換 え に
よ っ て 完 了 し た 直 後 に 、 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ か ら 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に
切 り 換 わ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i ＋ 1 の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr1が 導 通 す る の で 、 高
レ ベ ル 電 圧 V＋ が （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i ＋ 1 の 出 力 端 OPに 対 し て 印 加 さ れ る 。 す
な わ ち 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 の レ ベ ル が 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 再 び 、 約 1水 平 周 期 1Hが 経 過 す る と 、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 1 の レ ベ ル が ゲ ー ト
オ フ 電 圧 Voffに 切 り 換 わ る の で 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 ST i ＋ 1 の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ
Tr1が 遮 断 さ れ る 。 続 い て 、 （ i＋ 2） 番 目 の ゲ ー ト 線 G i ＋ 2 に 対 し て 印 加 さ れ る （ i＋ 2） 番
目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 2 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 切 り 換 わ る と 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号
生 成 回 路 ST i ＋ 1 の 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr2が 導 通 す る 。 そ れ と 同 時 に 、 駆 動 電 圧 V S L の レ ベ ル
が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 切 り 換 わ る 。 従 っ て 、 導 通 し た 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr2を 通 じ て 低 レ ベ
ル 電 圧 V－ が 出 力 端 OPに 対 し て 印 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 の
レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 切 り 換 わ る 。 こ う し て 、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 線 G i ＋ 1 に 接 続
さ れ た 画 素 行 で は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 印 加 に 伴 う 液 晶 キ ャ パ シ タ の 充 電 が ゲ ー ト オ ン
電 圧 Vonか ら ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffへ の 切 り 換 え に よ っ て 完 了 し た 直 後 に 、 維 持 信 号 V S i ＋ 1

の レ ベ ル が 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ か ら 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 切 り 換 わ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 以 上 の よ う な 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル の 変 化 は 画 素 電 極 の 電 圧 Vpを 以 下 に 示 す よ う に 変 化
さ せ る （ 図 2参 照 ） 。
　 ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 維 持 さ れ る 約 1水 平 周 期 1Hの 間 、 各 画 素 で は
、 デ ー タ 線 D j か ら 導 通 状 態 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qを 通 し て 画 素 電 極 191に 対 し 、 デ ー タ 電 圧
V D が 印 加 さ れ る 。 続 い て 、 ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonか ら ゲ ー ト オ フ 電 圧 V
offに 切 り 換 わ る と 、 各 画 素 で は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qの 遮 断 に よ り 画 素 電 極 191が フ ロ ー テ
ィ ン グ 状 態 に な る 。 そ の と き 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ る 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcと ス ト レ ー ジ キ ャ
パ シ タ Cstと の 間 で 電 荷 の 再 配 置 が 生 じ る 。 そ の 再 配 置 に よ っ て 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcが 安 定
化 す る と 、 画 素 電 極 191の 電 圧 Vpが 次 式 （ 1） に 示 さ れ て い る よ う に 、 デ ー タ 電 圧 V D と は 異
な る レ ベ ル に な る ：
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Vp＝ V D ＋ Δ ＝ V D ± {C s t ／ (C s t ＋ C l c )}(V＋ － V－ )。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1)
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 C l c は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 静 電 容 量 を 示 し 、 C s t は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの
静 電 容 量 を 示 す 。 V＋ は 維 持 信 号 V S i の 高 レ ベ ル 電 圧 で あ り 、 V－ は 維 持 信 号 V S i の 低 レ ベ ル
電 圧 で あ る 。 式 (1)か ら 分 か る よ う に 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpは デ ー タ 電 圧 V D か ら 変 化 量 Δ だ
け 外 れ て い る 。 こ の 変 化 量 Δ は 特 に 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcと ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstと の
間 の 静 電 容 量 比 、 及 び 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル の 変 化 量 に よ っ て 決 ま る 。 更 に 、 そ の 変 化 量
Δ の 極 性 は デ ー タ 電 圧 V D の 極 性 と 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば 、 デ ー タ 電 圧 V D の 変 動 可 能 範 囲 が 約 0V～ 5Vに 設 定 さ れ 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Cstと ス
ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Clcと の 静 電 容 量 が 互 い に 同 一 で あ る よ う に 画 素 が 設 計 さ れ 、 か つ 維
持 信 号 V S i の レ ベ ル の 変 化 量 V＋ － V－ が 5Vに 設 定 さ れ て い る 場 合 、 式 (1)に よ り 、 液 晶 キ ャ
パ シ タ Clcが 安 定 化 し た と き の 画 素 電 極 191の 電 圧 Vpは デ ー タ 電 圧 V D か ら 変 化 量 Δ ＝ ± 2.5V
だ け 外 れ て い る 。 特 に 、 デ ー タ 電 圧 V D が 正 極 性 で あ る 場 合 、 変 化 量 Δ が ＋ 2.5Vで あ り 、 負
極 性 で あ る 場 合 、 － 2.5Vで あ る 。 従 っ て 、 画 素 電 極 191の 電 圧 Vpの 変 動 可 能 範 囲 が デ ー タ
電 圧 V D の 変 動 可 能 範 囲 よ り 上 下 共 に 2.5Vず つ 拡 大 す る 。 そ れ に 伴 い 、 画 素 電 圧 の 変 動 可 能
範 囲 も や は り 拡 大 す る 。 例 え ば 、 共 通 電 圧 Vcomの レ ベ ル が 約 ＋ 2.5Vに 固 定 さ れ て い る 場 合
、 も し 変 化 量 Δ が 存 在 し な け れ ば 、 画 素 電 圧 は デ ー タ 電 圧 V D と 共 通 電 圧 Vcomと の 間 の 差 に
ほ ぼ 等 し い の で 、 画 素 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 は 約 － 2.5V～ 約 ＋ 2.5Vに 留 ま る 。 し か し 、 実 際
に は 変 化 量 Δ ＝ ± 2.5Vが 存 在 す る の で 、 画 素 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 が 約 － 5V～ 約 ＋ 5Vに ま で
広 く な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 維 持 信 号 の 電 圧 変 化 （ V＋ － V－ ） に よ っ て 画 素 電 圧 の 変 動 可 能 範 囲 が 変 化
量 Δ の 2倍 に 等 し い 幅 だ け 広 く な る の で 、 階 調 表 現 の 精 細 度 や 輝 度 が 向 上 す る 。 ま た 、 共
通 電 圧 Vcomを 一 定 レ ベ ル に 固 定 し て も 画 素 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る こ と が 可 能 で あ る の で
、 共 通 電 圧 Vcomの 極 性 を 反 転 さ せ る 従 来 の 表 示 装 置 よ り 消 費 電 力 が 低 減 す る 。 具 体 的 に は
、 例 え ば 共 通 電 圧 Vcomの レ ベ ル が 約 0Vと 5Vと の 間 で 切 り 換 わ る 従 来 の 表 示 装 置 で は 、 デ ー
タ 線 と 共 通 電 極 と の 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ に 対 し て 印 加 さ れ る 電 圧 の 範 囲 が 約 ± 5Vで あ る 。
一 方 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 で 共 通 電 圧 Vcomの レ ベ ル が 約 2.5Vに 固 定 さ
れ て い る 場 合 、 デ ー タ 線 と 共 通 電 極 と の 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ に 対 し て 印 加 さ れ る 電 圧 の 範
囲 が 約 ± 2.5Vま で 低 減 す る 。 従 っ て 、 そ の 寄 生 キ ャ パ シ タ で 消 費 さ れ る 電 力 が 低 減 す る の
で 、 液 晶 表 示 装 置 の 消 費 電 力 が 低 減 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ゲ ー ト 信 号 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonか ら ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffに 切 り 換 わ っ た 直 後
に 生 じ る 電 荷 の 再 配 置 が 完 了 し 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcが 安 定 化 し た 状 態 で は 、 画 素 電 極 191
の 電 圧 Vpが 上 記 の 式 (1)で 表 さ れ る 。 し か し 、 液 晶 の 応 答 は 遅 い の で 、 デ ー タ 電 圧 の 変 化
に 反 応 し て 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 再 整 列 を 開 始 し た 時 点 か ら 、 そ の 配 向 状 態 が 再 び 安 定 化
し た 時 点 ま で の 間 に 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 静 電 容 量 が 実 際 に は 変 化 す る 。 従 っ て 、 画 素
電 極 の 電 圧 Vpが 式 (1)で 表 さ れ る レ ベ ル に 到 達 す る ま で に は 、 あ る 程 度 の 時 間 が 必 要 で あ
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る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 デ ー タ 電 圧 の 変 化 に 反 応 し て 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 再 整 列 を 開 始 し た 時 点 と 、 そ の 配 向
状 態 が 再 び 安 定 化 し た 時 点 と の 間 で は 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 静 電 容 量 の 変 化 に よ り 、 画
素 電 極 の 電 圧 Vpが 次 の よ う に 異 な る 。
　 デ ー タ 電 圧 が 変 化 し た 直 後 で は 液 晶 分 子 が 直 前 の 配 向 状 態 を 維 持 す る の で 、 液 晶 キ ャ パ
シ タ Clcの 静 電 容 量 が し ば ら く の 間 、 変 動 し な い 。 例 え ば 、 あ る フ レ ー ム で 最 低 の 階 調 （
ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク で あ る 場 合 、 ブ ラ ッ ク 階 調 ） に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 液 晶
キ ャ パ シ タ Clcに 対 し 、 次 の フ レ ー ム で は 別 の 階 調 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 場
合 を 想 定 す る 。 そ の 場 合 、 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 安 定 化 す る ま で は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの
静 電 容 量 が 小 さ く 、 特 に 、 最 低 の 階 調 （ ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク で あ る 場 合 、 ブ ラ ッ ク 階 調 ）
に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 の 印 加 後 に 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 安 定 化 し た 時 点 で の 液 晶 キ ャ パ シ
タ Clcの 静 電 容 量 Cminと ほ ぼ 等 し い 。 一 方 、 次 の フ レ ー ム で は デ ー タ 電 圧 に 対 応 す る 階 調
が 高 い ほ ど 、 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 再 び 安 定 化 し た 時 点 で の 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 静 電 容
量 C l c が 大 き い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 例 え ば 、 次 の フ レ ー ム で の デ ー タ 電 圧 が 最 高 の 階 調 （ ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク で あ る 場 合 、
ホ ワ イ ト 階 調 ） に 対 応 す る 場 合 、 「 そ の 印 加 直 後 で の 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 静 電 容 量 Cmin
が 、 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 再 び 安 定 化 し た 時 点 で の 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 静 電 容 量 C l c の 約
1／ 3倍 で あ る ： Cmin=C l c ／ 3」 と 仮 定 す る 。 更 に 、 維 持 信 号 の 電 圧 変 化 V＋ － V－ を 5Vと し
、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstの 静 電 容 量 C s t を 、 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 再 び 安 定 化 し た 時 点
で の 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 静 電 容 量 C l c と 等 し く 設 定 す る ： C s t ＝ C l c 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 最 高 の 階 調 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcに 対 し て 印 加 さ れ た 後 、 液 晶 分
子 の 配 向 状 態 が 再 び 安 定 化 す る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpは 上 記 の 式 (1)で 与 え ら れ る 。 特 に
、 V＋ － V－ ＝ 5Vで あ り 、 か つ C l c ＝ C s t で あ る の で 、 式 (1)か ら 画 素 電 極 の 電 圧 Vpは V D ± 2.5
[V]に 等 し い 。
　 一 方 、 デ ー タ 電 圧 が 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcに 対 し て 印 加 さ れ た 直 後 で は 、 液 晶 キ ャ パ シ タ C
lcの 静 電 容 量 が Cmin=C l c ／ 3＝ C s t ／ 3で あ る の で 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpは 次 式 (2)で 与 え ら れ
る ：
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 Vp＝ V D ＋ Δ ＝ V D ± {C s t ／ (C s t ＋ Cmin)}(V＋ － V－ )
　 ＝ V D ± {C s t ／ (C s t ＋ C s t ／ 3)}(V＋ － V－ )＝ V D ± (3／ 4)(V＋ － V－ )。 　 　 　 　 (2)
【 ０ ０ ５ １ 】
特 に V＋ － V－ ＝ 5Vで あ る の で 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpは V D ± 3.75[V]に 等 し い 。 す な わ ち 、 最
高 の 階 調 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcに 対 し て 印 加 さ れ た 直 後 で は 液 晶 分
子 が 直 前 の フ レ ー ム で の 配 向 状 態 を 維 持 す る の で 、 維 持 信 号 の 電 圧 変 化 V＋ － V－ に よ る 画
素 電 極 の 電 圧 Vpの 変 化 量 Δ が ± 3.75Vで あ り 、 配 向 状 態 が 安 定 化 し た 時 点 で の Δ ＝ ± 2.5V
よ り 増 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 画 素 の 輝 度 を 直 前 の フ レ ー ム で の 階 調 か ら 上 昇 さ せ る 場 合 、 デ ー タ 電 圧
を 切 り 換 え た 直 後 か ら 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 再 び 安 定 化 す る ま で は 、 維 持 信 号 の 電 圧 変 化
V＋ － V－ に よ る 画 素 電 極 の 電 圧 Vpの 変 化 量 Δ （ の 絶 対 値 ） が さ ら に 増 加 す る 。 こ の 作 用 は
、 次 の よ う に 液 晶 の 実 際 の 応 答 速 度 を 向 上 さ せ る 。
　 従 来 技 術 で は 、 例 え ば 図 10に 示 し た よ う に 、 あ る フ レ ー ム F1の 最 初 の 1水 平 周 期 で 画 素
電 極 の 電 圧 Vpを 目 標 レ ベ ル Vtに 一 致 さ せ て も 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 遮 断 に よ り 画 素 電 極 が
フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 に な る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが （ そ の 画 素 に 隣 接 す る 別 の 画 素 に 対 す
る デ ー タ 電 圧 な ど の 影 響 に よ っ て ） 目 標 レ ベ ル Vtか ら 徐 々 に 外 れ る 。 そ の 結 果 、 そ の フ レ
ー ム F1の 間 だ け で は 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 目 標 レ ベ ル Vtに は 到 達 し な い 。 図 10で は 2番 目 の
フ レ ー ム F2と 3番 目 の フ レ ー ム F3と で 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 目 標 レ ベ ル Vtに 戻 さ れ る こ と に
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よ り 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 目 標 レ ベ ル Vtに ほ ぼ 等 し く 維 持 さ れ 、 そ れ に よ り 、 画 素 の 透 過
率 Rcが 目 標 レ ベ ル Rtに ほ ぼ 到 達 す る 。
　 そ れ に 対 し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 図 9に 示 し た よ う に 、 あ る フ レ ー ム F1の 最 初 の 1水
平 周 期 で 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 目 標 レ ベ ル Vtよ り 、 上 記 の 変 化 量 Δ だ け 高 い 。 そ の 結 果 、 そ
の フ レ ー ム F1の 間 に 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 目 標 レ ベ ル Vtに 到 達 し 、 画 素 の 透 過 率 Rcが 目 標 レ
ベ ル Rtに 到 達 す る 。 こ う し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 従 来 技 術 よ り 、 液 晶 の 実 際 の 応 答 速 度
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 図 5A、 図 5B、 図 6を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 信 号 生 成 回 路 の 他
の 例 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 図 5A、 図 5B、 図 6で は 、 図 3、 4に 示 さ れ て い る 構 成 要 素 等 と
同 様 な 構 成 要 素 等 に 対 し て は 図 3、 4に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 与 す る 。 更 に 、 そ
れ ら 同 様 な 構 成 要 素 の 詳 細 に つ い て は 、 図 3、 4に 関 す る 上 記 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 5A／ 図 5Bに 示 し た 各 信 号 生 成 回 路 STA i ／ STB i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） は 一 対 の ト ラ ン ジ ス
タ Tr11、 Tr12を 有 す る 。 そ れ ら の ト ラ ン ジ ス タ は 好 ま し く は 非 晶 質 シ リ コ ン ま た は 多 結 晶
シ リ コ ン を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 図 3に 示 し た 信 号 生 成 回 路 と は 異 な り 、 図 5A／
図 5Bに 示 し た 各 信 号 生 成 回 路 STA i ／ STB i で は 、 各 ト ラ ン ジ ス タ Tr11、 Tr12が 異 な る 配 線 SL
1／ SL1a、 SL2／ SL2aに 接 続 さ れ 、 各 配 線 を 通 じ て 異 な る 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 を 受 け る 。 こ
こ で 、 そ れ ら の 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 は い ず れ も 維 持 制 御 信 号 CONT3に 含 ま れ て い る 。 図 6に
示 し た よ う に 、 各 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 の レ ベ ル は 低 レ ベ ル 電 圧 V－ と 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ と の
間 で 切 り 換 わ る 。 ２ つ の 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 の 間 に は 約 180゜ の 位 相 差 が あ り 、 す な わ ち
、 波 形 が 互 い に 反 転 し て い る 。 各 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 の 波 形 は 更 に 、 フ レ ー ム ご と に 反 転
す る 。 特 に そ の 波 形 の 反 転 は 、 直 前 の フ レ ー ム か ら 次 の フ レ ー ム へ 移 行 す る 間 の ブ ラ ン ク
期 間 に 行 わ れ る 。 従 っ て 、 各 フ レ ー ム の 有 効 表 示 期 間 で は 、 各 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 の レ ベ
ル が 一 定 に 維 持 さ れ る 。 好 ま し く は 、 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 の 低 レ ベ ル 電 圧 V－ は 約 0Vで あ
り 、 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ は 約 5Vで あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 5Aに 示 し た 各 信 号 生 成 回 路 STA i 、 STA i ＋ 1 の 結 線 は 、 各 ト ラ ン ジ ス タ Tr11、 Tr12、 Tr2
1、 Tr22の 入 力 端 子 、 第 １ 配 線 SL1、 及 び 第 ２ 配 線 SL2の 間 の 結 線 を 除 き 、 図 ３ に 示 し た 結
線 と 同 様 で あ る 。 二 つ の 配 線 SL1、 SL2は 画 素 列 の 方 向 に 延 び 、 画 素 行 ご と に 交 差 し て 行 方
向 で の 互 い の 位 置 を 交 換 し て い る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ Tr11、 Tr21、 Tr12、 Tr22の 入 力 端 子 は
直 近 の 配 線 SL1、 SL2に 接 続 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STA i で は 、 第
１ ト ラ ン ジ ス タ Tr11の 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線 が 第 ２ 配 線 SL2と 交 差 す る こ と な く 第 １ 配
線 SL1に 接 続 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12の 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線 が 第 １ 配 線 SL1と 交 差
す る こ と な く 第 ２ 配 線 SL2に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11の 入 力 端 子
に 対 し て は 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 が 印 加 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12の 入 力 端 子 に 対 し て は 第
２ 駆 動 電 圧 V S L 2 が 印 加 さ れ る 。 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STA i ＋ 1 で は 逆 に 、 第 １ ト ラ
ン ジ ス タ Tr21の 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線 が 第 １ 配 線 SL1と 交 差 す る こ と な く 第 ２ 配 線 SL2に
接 続 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22の 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線 が 第 ２ 配 線 SL2と 交 差 す る こ
と な く 第 １ 配 線 SL1に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr21の 入 力 端 子 に 対 し
て は 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 が 印 加 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22の 入 力 端 子 に 対 し て は 第 １ 駆 動
電 圧 V S L 1 が 印 加 さ れ る 。 こ う し て 、 ２ つ の 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 が 維 持 電 極 線 S i ご と に 交 互
に 印 加 さ れ る 。 更 に 、 各 信 号 生 成 回 路 STA i 、 STA i ＋ 1 の 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12の 制 御 端 子
が 後 段 の 信 号 生 成 回 路 STA i ＋ 1 、 STA i ＋ 2 の 入 力 端 IPに 接 続 さ れ 、 す な わ ち 、 次 の ゲ ー ト 線
G i ＋ 1 、 G i ＋ 2 に 接 続 さ れ て い る （ n番 目 の 信 号 生 成 回 路 STA n の 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 端
子 は 付 加 ゲ ー ト 線 G d に 接 続 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 5Bに 示 し た 各 信 号 生 成 回 路 STB i 、 STB i ＋ 1 の 結 線 は 、 各 ト ラ ン ジ ス タ Tr11、 Tr12、 Tr2
1、 Tr22の 入 力 端 子 、 第 １ 配 線 SL1a、 及 び 第 ２ 配 線 SL2aの 間 の 結 線 を 除 き 、 図 ３ に 示 し た
結 線 と 同 様 で あ る 。 二 つ の 配 線 SL1a、 SL2aは 、 図 5Aに 示 し た 二 つ の 配 線 SL1、 SL2と は 異 な
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り 、 画 素 列 の 方 向 に 互 い に 平 行 に 延 び て い る 。 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STB i で は 、 第 １ ト ラ
ン ジ ス タ Tr11の 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線 が 第 １ 配 線 SL1aに 接 続 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr
12の 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線 が 第 １ 配 線 SL1aと 交 差 し て 第 ２ 配 線 SL2aに 接 続 さ れ て い る 。
そ れ に よ り 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11の 入 力 端 子 に 対 し て は 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 が 印 加 さ れ 、
第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12の 入 力 端 子 に 対 し て は 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 が 印 加 さ れ る 。 （ i＋ 1） 番
目 の 信 号 生 成 回 路 STB i ＋ 1 で は 逆 に 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr21の 入 力 端 子 か ら 延 び る 配 線 が
第 １ 配 線 SL1aと 交 差 し て 第 ２ 配 線 SL2aに 接 続 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22の 入 力 端 子 か ら
延 び る 配 線 が 第 １ 配 線 SL1aに 接 続 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr21の 入 力
端 子 に 対 し て は 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 が 印 加 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22の 入 力 端 子 に 対 し て
は 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 が 印 加 さ れ る 。 こ う し て 、 ２ つ の 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 が 維 持 電 極 線 S i
ご と に 交 互 に 印 加 さ れ る 。 更 に 、 各 信 号 生 成 回 路 STB i 、 STB i ＋ 1 の 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12
、 Tr22の 制 御 端 子 が 後 段 の 信 号 生 成 回 路 STB i ＋ 1 、 STB i ＋ 2 の 入 力 端 IPに 接 続 さ れ 、 す な わ
ち 、 同 じ ゲ ー ト 線 G i ＋ 1 、 G i ＋ 2 に 接 続 さ れ て い る （ n番 目 の 信 号 生 成 回 路 STA n の 第 ２ ト ラ
ン ジ ス タ の 制 御 端 子 は 付 加 ゲ ー ト 線 G d に 接 続 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 5Aに 示 し た 信 号 生 成 回 路 STA i 、 STA i ＋ 1 と 、 図 5Bに 示 し た 信 号 生 成 回 路 STB i 、 STB i ＋ 1

と で は 動 作 が 互 い に 同 一 で あ る 。 以 下 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i （ X＝ A、 B） 、 及 び （ i
＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i ＋ 1 の 各 動 作 に つ い て 、 図 6を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 i番 目
の 信 号 生 成 回 路 STX i は i番 目 の 維 持 電 極 線 S i に 対 し て i番 目 の 維 持 信 号 V S i を 印 加 す る 。 （ i
＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i ＋ 1 は （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 電 極 線 S i ＋ 1 に 対 し て （ i＋ 1） 番
目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 i番 目 の ゲ ー ト 線 G i に 対 し て 印 加 さ れ る i番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧
Vonに 切 り 換 わ る と 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11が 導 通 す る 。 そ の
と き 、 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 の レ ベ ル は 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 維 持 さ れ 、 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 の レ
ベ ル は 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 維 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 導 通 し た 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11を 通
じ 、 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 等 し い 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 が i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i の 出 力 端 OPに
伝 達 さ れ る 。 す な わ ち 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 維 持 さ れ る 。
一 方 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 の レ ベ ル は 直 前 の 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 約 1水 平 周 期 1Hが 経 過 す る と 、 i番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i の レ ベ ル が ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffに 切
り 換 わ る の で 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11が 遮 断 さ れ る 。 続 い て
、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 1 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 切 り 換 わ る 。 そ れ に よ
り 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i の 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12が 導 通 す る の で 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス
タ Tr12を 通 じ 、 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 等 し い 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 が i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i の
出 力 端 OPに 対 し て 印 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 高 レ ベ ル 電 圧 V
＋ に 切 り 換 わ る 。 こ う し て 、 i番 目 の ゲ ー ト 線 G i に 接 続 さ れ た 画 素 行 で は 、 ゲ ー ト オ ン 電
圧 Vonの 印 加 に 伴 う 液 晶 キ ャ パ シ タ の 充 電 が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonか ら ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffへ
の 切 り 換 え に よ っ て 完 了 し た 直 後 に 、 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ か ら 高 レ ベ
ル 電 圧 V＋ に 切 り 換 わ る 。 そ れ に よ り 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 、 式 (1)ま た は 式 (2)で 表 さ れ
る よ う に 、 デ ー タ 電 圧 V D よ り 変 化 量 Δ だ け 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 方 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i ＋ 1 の 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr21が 導 通 す る の で 、
高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 等 し い 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 が （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i ＋ 1 の 出 力
端 OPに 対 し て 印 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 の レ ベ ル が 高 レ ベ ル
電 圧 V＋ に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 再 び 、 約 1水 平 周 期 1Hが 経 過 す る と 、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 1 の レ ベ ル が ゲ ー ト
オ フ 電 圧 Voffに 切 り 換 わ る の で 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i ＋ 1 の 第 １ ト ラ ン ジ ス
タ Tr21が 遮 断 さ れ る 。 続 い て 、 （ i＋ 2） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 2 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電
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圧 Vonに 切 り 換 わ る と 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STX i ＋ 1 の 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22が 導
通 す る 。 そ れ に よ り 、 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 等 し い 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 が （ i＋ 1） 番 目 の 信 号
生 成 回 路 STX i ＋ 1 の 出 力 端 OPに 対 し て 印 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i
＋ 1 の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 切 り 換 わ る 。 こ う し て 、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 線 G i ＋ 1

に 接 続 さ れ た 画 素 行 で は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 印 加 に 伴 う 液 晶 キ ャ パ シ タ の 充 電 が ゲ ー
ト オ ン 電 圧 Vonか ら ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffへ の 切 り 換 え に よ っ て 完 了 し た 直 後 に 、 維 持 信 号 V

S i ＋ 1 の レ ベ ル が 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ か ら 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 切 り 換 わ る 。 そ れ に よ り 、 画 素
電 極 の 電 圧 Vpが 、 式 (1)ま た は 式 (2)で 表 さ れ る よ う に 、 デ ー タ 電 圧 V D か ら 変 化 量 Δ だ け 下
降 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 3及 び 図 4で は 、 駆 動 電 圧 V S L の 極 性 が 約 1水 平 周 期 1Hご と に 反 転 す る の に 対 し 、 図 5A～
図 6で は 、 各 駆 動 電 圧 V S L 1 、 V S L 2 の 極 性 が フ レ ー ム ご と に 反 転 す る 。 す な わ ち 、 図 3の 信 号
生 成 回 路 と 比 べ 、 図 5A及 び 図 5Bに 示 し た 信 号 生 成 回 路 は 駆 動 電 圧 の 周 波 数 が 低 い 。 従 っ て
、 駆 動 電 圧 が 更 に 安 定 化 し 、 消 費 電 力 が 低 減 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 図 7を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 信 号 生 成 回 路 の 更 に 他 の 例 に つ
い て 説 明 す る 。
　 図 7に 示 し た 各 信 号 生 成 回 路 は 、 図 5Aに 示 し た 各 信 号 生 成 回 路 と 同 様 に 、 入 力 端 IPと 出
力 端 OPと を 備 え て い る 。 し か し 、 図 5Aに 示 し た 信 号 生 成 回 路 と は 異 な り 、 i番 目 の 信 号 生
成 回 路 STC i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） の 入 力 端 IPが （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 線 G i ＋ 1 に 接 続 さ れ 、
（ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 1 を 受 信 す る （ 尚 、 n＋ 1＝ dと す る ） 。 一 方 、 出 力 端 OPが i
番 目 の 維 持 電 極 線 S i に 接 続 さ れ 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 各 信 号 生 成 回 路 STC i は 信 号 制 御 部 600か ら 、 維 持 制 御 信 号 CONT3に 含 ま れ て い る 二 つ の 駆
動 電 圧 V S L 1 a 、 V S L 2 a 、 及 び 二 つ の 選 択 電 圧 V S E L 、 V S E L B の そ れ ぞ れ を 、 異 な る 配 線 SL1、 SL
2、 SEL1、 及 び SEL2を 通 じ て 受 け る 。 第 １ 駆 動 配 線 SL1と 第 ２ 駆 動 配 線 SL2と は 好 ま し く は
図 7に 示 さ れ て い る よ う に 、 図 5Aに 示 し た 配 線 SL1、 SL2と 同 様 、 画 素 列 の 方 向 に 延 び 、 画
素 行 ご と に 交 差 し て 行 方 向 で の 互 い の 位 置 を 交 換 し て い る 。 そ の 他 に 、 駆 動 配 線 SL1、 SL2
に 代 え 、 図 5Bに 示 し た 配 線 SL1a、 SL2aと 同 様 な 駆 動 配 線 が 駆 動 電 圧 V S L 1 a 、 V S L 2 a を 伝 達 し
て も 良 い 。 第 １ 選 択 配 線 SEL1と 第 ２ 選 択 配 線 SEL2と は 互 い に ほ ぼ 平 行 に 、 画 素 列 の 方 向 に
延 び て い る 。 第 １ 選 択 配 線 SEL1は 好 ま し く は 図 7に 示 さ れ て い る よ う に 、 画 素 行 ご と に 行
方 向 に 湾 曲 し 、 各 信 号 生 成 回 路 STC i の 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12A、 Tr22Aを 迂 回 し て い る 。 そ
の 他 に 、 第 １ 選 択 配 線 SEL1が 第 ２ 選 択 配 線 SEL2と 同 様 に 、 列 方 向 に 真 っ 直 ぐ 延 び て い て も
良 い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 8に 示 し た よ う に 、 各 駆 動 電 圧 V S L 1 a 、 V S L 2 a は 一 定 レ ベ ル の 直 流 電 圧 で あ る 。 第 １ 駆
動 電 圧 V S L 1 a は 低 レ ベ ル 電 圧 V－ （ 好 ま し く は 約 0V） に 維 持 さ れ 、 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 a は 高
レ ベ ル 電 圧 V＋ （ 好 ま し く は 約 5V） に 維 持 さ れ る 。 各 選 択 電 圧 V S E L 、 V S E L B の レ ベ ル は 低 レ
ベ ル 電 圧 Vlと 高 レ ベ ル 電 圧 Vhと の 間 で 切 り 換 わ る 。 好 ま し く は 、 低 レ ベ ル 電 圧 Vlは ゲ ー ト
オ フ 電 圧 Voffに 等 し く 、 高 レ ベ ル 電 圧 Vhは ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 等 し い 。 二 つ の 選 択 電 圧 V

S E L 、 V S E L B の 間 に は 約 180゜ の 位 相 差 が あ り 、 す な わ ち 、 波 形 が 互 い に 反 転 し て い る 。 各
選 択 電 圧 V S E L 、 V S E L B の 波 形 は 更 に 、 フ レ ー ム ご と に 反 転 す る 。 特 に そ の 波 形 の 反 転 が 、
直 前 の フ レ ー ム か ら 次 の フ レ ー ム へ 移 行 す る 間 の ブ ラ ン ク 期 間 に 行 わ れ る 。 従 っ て 、 各 フ
レ ー ム の 有 効 表 示 期 間 で は 、 各 選 択 電 圧 V S E L 、 V S E L B の レ ベ ル が 一 定 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 7に 示 し た よ う に 、 各 信 号 生 成 回 路 STC i は ４ つ の ト ラ ン ジ ス タ Tr11A、 Tr12A、 Tr13、 T
r14と ２ つ の キ ャ パ シ タ C1、 C2と を 有 す る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ Tr11A、 Tr12A、 Tr13、 Tr14は
好 ま し く は 、 非 晶 質 シ リ コ ン ま た は 多 結 晶 シ リ コ ン を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 第 １
ト ラ ン ジ ス タ Tr11Aの 入 力 端 子 は 第 １ 選 択 配 線 SEL1に 接 続 さ れ 、 第 １ 選 択 電 圧 V S E L を 受 け
る 。 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12Aの 入 力 端 子 は 第 ２ 選 択 配 線 SEL2に 接 続 さ れ 、 第 ２ 選 択 電 圧 V S E
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L B を 受 け る 。 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11Aと 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12Aと の 各 制 御 端 子 は い ず れ も
同 じ 入 力 端 IPに 接 続 さ れ 、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 1 を 受 信 す る 。 第 １ ト ラ ン ジ ス
タ Tr11Aの 出 力 端 子 は 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr1
2Aの 制 御 端 子 は 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14の 制 御 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 各 信 号 生 成 回 路 STC i で は 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14と の 各 入 力 端
子 が 好 ま し く は 直 近 の 駆 動 配 線 に 接 続 さ れ て い る 。 例 え ば 図 7に 示 さ れ て い る よ う に 、 i番
目 の 信 号 生 成 回 路 STC i で は 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13の 入 力 端 子 が 第 １ 駆 動 配 線 SL1に 接 続
さ れ て 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 a を 受 け 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14の 入 力 端 子 が 第 ２ 駆 動 配 線 SL1に
接 続 さ れ て 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 a を 受 け る 。 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i ＋ 1 で は 逆 に 、
第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr23が 第 ２ 駆 動 配 線 SL2に 接 続 さ れ て 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 a を 受 け 、 第 ４ ト
ラ ン ジ ス タ Tr24の 入 力 端 子 が 第 １ 駆 動 配 線 SL1に 接 続 さ れ て 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 a を 受 け る 。
各 信 号 生 成 回 路 STC i で は 更 に 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14と の 各 出 力
端 子 が 同 じ 出 力 端 OPに 接 続 さ れ て い る 。 こ う し て 、 ２ つ の 駆 動 電 圧 V S L 1 a 、 V S L 2 a が 維 持 電
極 線 S i ご と に 交 互 に 印 加 さ れ る 。 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13の 入 力 端 子 と 制 御 端 子 と の 間 に は
第 １ キ ャ パ シ タ C1が 接 続 さ れ 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14の 入 力 端 子 と 制 御 端 子 と の 間 に は 第
２ キ ャ パ シ タ C2が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 下 、 図 7に 示 さ れ て い る 上 記 の 信 号 生 成 回 路 の 動 作 に つ い て 、 図 8を 参 照 し な が ら 説 明
す る 。 尚 、 維 持 電 極 線 S 1 － S n の 各 々 に 接 続 さ れ た 信 号 生 成 回 路 STC 1 － STC n の 構 造 は 同 様 で
あ る の で 、 以 下 の 説 明 で は 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i と （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC

i ＋ 1 の 動 作 を 例 に 挙 げ る 。 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i は i番 目 の 維 持 電 極 線 S i に 対 し て i番
目 の 維 持 信 号 V S i を 印 加 す る 。 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i ＋ 1 は （ i＋ 1） 番 目 の 維 持
電 極 線 S i ＋ 1 に 対 し て （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i で は 、 入 力 端 IPに 対 し て 印 加 さ れ る （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信
号 g i ＋ 1 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 切 り 換 わ る と 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11Aと 第 ２ ト
ラ ン ジ ス タ Tr12Aと が 導 通 す る 。 そ の と き 、 第 １ 選 択 電 圧 V S E L 1 の レ ベ ル は 低 レ ベ ル 電 圧 Vl
に 維 持 さ れ 、 第 ２ 選 択 電 圧 V S E L B の レ ベ ル は 高 レ ベ ル 電 圧 Vhに 維 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、
図 8に 示 し た よ う に 、 導 通 し た 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11Aを 通 じ 、 低 レ ベ ル 電 圧 Vlに 等 し い 第
１ 選 択 電 圧 V S E L が 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13の 制 御 端 子 に 対 し て 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 第
１ キ ャ パ シ タ C1が 放 電 し 、 そ の 両 端 電 圧 、 す な わ ち 第 １ ゲ ー ト 駆 動 電 圧 Vg 1 の レ ベ ル が 下
降 す る 。 同 様 に 、 導 通 し た 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12Aを 通 じ 、 高 レ ベ ル 電 圧 Vhに 等 し い 第 ２
選 択 電 圧 V S E L B が 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14の 制 御 端 子 に 対 し て 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 第
２ キ ャ パ シ タ C2が 充 電 さ れ 、 そ の 両 端 電 圧 、 す な わ ち 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 電 圧 Vg 2 の レ ベ ル が
上 昇 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ こ で 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 電 圧 Vg 1 の 実 際 の 最 高 レ ベ ル Von´ は 第 １ 選 択 電 圧 V S E L の 高 レ ベ
ル 電 圧 Vhと 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 a と の 間 の 差 か ら ず れ 、 実 際 の 最 低 レ ベ ル Voff´ は 第 １ 選 択
電 圧 V S E L の 低 レ ベ ル 電 圧 Vlと 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 a と の 間 の 差 か ら ず れ て い る 。 つ ま り 、 第
１ ゲ ー ト 駆 動 電 圧 Vg 1 の 最 高 レ ベ ル Von´ は 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13の ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonよ
り 所 定 値 だ け 低 く 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 電 圧 Vg 1 の 最 低 レ ベ ル Voff´ は 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13
の ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffよ り 所 定 値 だ け 高 い 。 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 電 圧 Vg 2 と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ T
r14に つ い て も 同 様 で あ る 。 従 っ て 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13が 徐 々 に 遮 断 す る と 共 に 、 第
４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14が 徐 々 に 導 通 す る の で 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i の 出 力 端 OPの 電 圧
、 す な わ ち 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ か ら 徐 々 に 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 約 1水 平 周 期 1Hが 経 過 す る と 、 （ i＋ 1） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 1 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ フ 電
圧 Voffに 切 り 換 わ る の で 、 i番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i で は 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11Aと 第 ２ ト
ラ ン ジ ス タ Tr12Aと が 遮 断 さ れ る 。 し か し 、 各 キ ャ パ シ タ C1、 C2が 両 端 電 圧 を そ の ま ま 保
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持 す る の で 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr13と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14と の い ず れ か が 次 の フ レ ー ム
ま で 導 通 状 態 に 維 持 さ れ る 。 特 に 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14が 程 な く 完 全 に 導 通 す る の で 、
第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14を 通 じ て 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 等 し い 第 ２ 駆 動 電 圧 V S L 2 a が 出 力 端 OPに
対 し 、 次 の フ レ ー ム ま で 印 加 さ れ 続 け る 。 す な わ ち 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が 次 の
フ レ ー ム ま で 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 維 持 さ れ る 。 こ う し て 、 i番 目 の 維 持 信 号 V S i の レ ベ ル が
低 レ ベ ル 電 圧 V－ か ら 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ に 切 り 換 わ る 。 そ れ に よ り 、 i番 目 の 画 素 行 で は 、
画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 、 式 (1)ま た は 式 (2)で 表 さ れ る よ う に 、 デ ー タ 電 圧 V D よ り 変 化 量 Δ だ
け 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 一 方 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i ＋ 1 で は 、 入 力 端 IPに 対 し て 印 加 さ れ る （ i＋ 2
） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 2 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonに 切 り 換 わ る と 、 第 １ ト ラ ン ジ ス
タ Tr21Aと 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22A4と が 導 通 す る 。 従 っ て 、 導 通 し た 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr2
1Aを 通 じ 、 低 レ ベ ル 電 圧 Vlに 等 し い 第 １ 選 択 電 圧 V S E L が 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr23の 制 御 端 子
に 対 し て 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 第 １ キ ャ パ シ タ C1が 放 電 し 、 そ の 両 端 電 圧 が 下 降 す る
。 同 様 に 、 導 通 し た 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22Aを 通 じ 、 高 レ ベ ル 電 圧 Vhに 等 し い 第 ２ 選 択 電
圧 V S E L B が 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr24の 制 御 端 子 に 対 し て 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 第 ２ キ ャ
パ シ タ C2が 充 電 さ れ 、 そ の 両 端 電 圧 が 上 昇 す る 。 そ の 結 果 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr23は 徐 々
に 遮 断 し 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr24は 徐 々 に 導 通 す る 。 そ れ に 伴 い 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生
成 回 路 STC i ＋ 1 の 出 力 端 OPの 電 圧 、 す な わ ち 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号 V S i ＋ 1 の レ ベ ル が
高 レ ベ ル 電 圧 V＋ か ら 徐 々 に 下 降 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 約 1水 平 周 期 1Hが 経 過 す る と 、 （ i＋ 2） 番 目 の ゲ ー ト 信 号 g i ＋ 2 の レ ベ ル が ゲ ー ト オ フ 電
圧 Voffに 切 り 換 わ る の で 、 （ i＋ 1） 番 目 の 信 号 生 成 回 路 STC i ＋ 1 で は 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr2
1Aと 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr22Aと が 遮 断 さ れ る 。 し か し 、 各 キ ャ パ シ タ C1、 C2が 両 端 電 圧 を
そ の ま ま 保 持 す る の で 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr23と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr24と の い ず れ か が 次
の フ レ ー ム ま で 導 通 状 態 に 維 持 さ れ る 。 特 に 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr24が 程 な く 完 全 に 導 通
す る の で 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr24を 通 じ て 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 等 し い 第 １ 駆 動 電 圧 V S L 1 a が
出 力 端 OPに 対 し 、 次 の フ レ ー ム ま で 印 加 さ れ 続 け る 。 す な わ ち 、 （ i＋ 1） 番 目 の 維 持 信 号
V S i ＋ 1 の レ ベ ル が 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 、 次 の フ レ ー ム ま で 維 持 さ れ る 。 こ う し て 、 維 持 信
号 V S i ＋ 1 の レ ベ ル が 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ か ら 低 レ ベ ル 電 圧 V－ に 切 り 換 わ る 。 そ れ に よ り 、 （
i＋ 1） 番 目 の 画 素 行 で は 、 画 素 電 極 の 電 圧 Vpが 、 式 (1)ま た は 式 (2)で 表 さ れ る よ う に 、 デ
ー タ 電 圧 V D よ り 変 化 量 Δ だ け 下 降 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 7、 8に 示 さ れ て い る 各 信 号 生 成 回 路 STC i で は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ Tr
13と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ Tr14と の い ず れ か が 導 通 状 態 に 維 持 さ れ る の で 、 各 維 持 電 極 線 S i の
電 圧 が 一 定 レ ベ ル に 維 持 さ れ る 。 従 っ て 、 各 維 持 電 極 線 S i の 周 辺 の 寄 生 キ ャ パ シ タ に よ る
電 圧 変 動 が 抑 え ら れ る の で 、 画 質 が 向 上 す る 。 こ こ で 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ Tr11Aと 第 ２ ト
ラ ン ジ ス タ Tr12Aと は 各 キ ャ パ シ タ C1、 C2の 充 電 に 利 用 さ れ る だ け で あ り 、 ま た 、 各 キ ャ
パ シ タ C1、 C2が 次 の フ レ ー ム ま で 各 維 持 電 極 線 S i の 状 態 を 維 持 す る の で 、 第 １ ト ラ ン ジ ス
タ Tr11Aと 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ Tr12Aと は 小 型 化 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 尚 、 図 7、 8に 示 さ れ て い る 各 信 号 生 成 回 路 STC i に 代 え 、 表 示 パ ネ ル の 外 部 に 設 置 さ れ た
別 の 駆 動 Ｉ Ｃ が 維 持 信 号 を 第 １ 維 持 電 極 線 S1か ら 順 番 に 印 加 し て も 良 い 。 そ の 場 合 、 そ の
駆 動 Ｉ Ｃ は 好 ま し く は 直 列 － 並 列 シ フ ト レ ジ ス タ で あ る 。 す な わ ち 、 偶 数 番 目 の 維 持 電 極
線 ま た は 奇 数 番 目 の 維 持 電 極 線 に イ ン バ ー タ が 接 続 さ れ 、 隣 接 し た ２ 本 の 維 持 電 極 線 の 間
で 維 持 信 号 の レ ベ ル を 逆 に す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の う ち 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の
詳 細 な 構 造 の 一 例 に つ い て 、 図 11～ 図 12Bを 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 透 明 な ガ ラ ス ま た は プ ラ ス チ ッ ク な ど か ら 成 る 絶 縁 基 板 110の 上 に 複 数 の ゲ ー ト 線 121及
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び 複 数 の 維 持 電 極 線 131が 形 成 さ れ る 。
　 ゲ ー ト 線 121は 主 に 行 方 向 に 延 び て い る 。 各 ゲ ー ト 線 121は 、 列 方 向 に 突 出 し た 複 数 の ゲ
ー ト 電 極 124と 、 他 の 層 ま た は 外 部 の 駆 動 回 路 と の 接 続 の た め に 面 積 の 広 い 端 部 129を 有 す
る 。 ゲ ー ト 信 号 を 生 成 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 （ 図 示 せ ず ） は 、 基 板 110の 上 に 実 装 さ れ る 可
撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図 示 せ ず ） に 実 装 さ れ た り 、 基 板 110の 上 に 直 接 実 装 さ れ た り 、 基 板 110
に 集 積 化 さ れ て も 良 い 。 ゲ ー ト 駆 動 回 路 が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場 合 、 ゲ ー ト
線 121が そ れ と 直 結 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 各 維 持 電 極 線 131は 主 に 行 方 向 に 延 び 、 幅 が 列 方 向 に 拡 張 さ れ た 複 数 の 拡 張 部 137を 有 す
る 。 維 持 電 極 線 131は ま た 、 他 の 層 ま た は 外 部 の 駆 動 回 路 と の 接 続 の た め に 面 積 の 広 い 端
部 を 有 し て も 良 い 。 尚 、 維 持 電 極 線 131の 模 様 及 び 配 置 は 多 様 に 変 更 す る こ と が で き る 。
各 維 持 電 極 線 131に 対 し て は 、 高 レ ベ ル 電 圧 V＋ （ 好 ま し く は 約 5V） と 低 レ ベ ル 電 圧 V－ （
好 ま し く は 約 0V） と が フ レ ー ム ご と に 交 互 に 印 加 さ れ る 。 維 持 信 号 を 生 成 す る 維 持 信 号 生
成 回 路 （ 図 示 せ ず ） は 、 基 板 110の 上 に 実 装 さ れ る 可 撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図 示 せ ず ） に 実 装
さ れ た り 、 基 板 110の 上 に 直 接 実 装 さ れ た り 、 基 板 110に 集 積 化 さ れ て も 良 い 。 維 持 信 号 生
成 回 路 が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場 合 、 維 持 電 極 線 131が そ れ と 直 結 さ れ て も 良 い
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ゲ ー ト 線 121と 維 持 電 極 線 131と は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） や ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 な ど の ア ル
ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 （ Ag） や 銀 合 金 な ど の 銀 系 金 属 、 銅 （ Cu） や 銅 合 金 な ど の 銅 系 金 属 、
モ リ ブ デ ン （ Mo） や モ リ ブ デ ン 合 金 な ど の モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム （ Cr） 、 タ ン タ ル （
Ta） 、 及 び チ タ ニ ウ ム Tiな ど か ら 成 る 。 更 に 、 そ れ ら が 、 物 理 的 性 質 の 異 な る ２ つ の 導 電
膜 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 多 重 膜 構 造 で あ っ て も 良 い 。 一 方 の 導 電 膜 は 、 信 号 遅 延 や 電 圧 降
下 を 減 ら す こ と が で き る よ う に 、 比 抵 抗 の 低 い 金 属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 系
金 属 、 銅 系 金 属 な ど ） で 形 成 さ れ る 。 他 方 の 導 電 膜 は 、 特 に Ｉ Ｔ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ
） 及 び Ｉ Ｚ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 ） と の 物 理 的 、 化 学 的 、 電 気 的 接 触 特 性 に 優 れ た 物 質
（ 例 え ば 、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 チ タ ニ ウ ム な ど ） か ら 成 る 。 こ の よ う
な 組 み 合 わ せ の 良 い 例 と し て は 、 ク ロ ム 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合
わ せ 、 及 び ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 下 部 膜 と モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ が あ
る 。 尚 、 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131は そ れ ら の 他 に も 多 様 な 金 属 ま た は 導 電 体 で 作 る
こ と が で き る 。 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の 各 側 面 は 基 板 110の 表 面 に 対 し て 傾 い て
お り 、 そ の 傾 斜 角 は 約 30゜ ～ 約 80゜ で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の 上 に は 、 窒 化 シ リ コ ン （ SiNx） ま た は 酸 化 シ リ コ ン （
SiOx） な ど で ゲ ー ト 絶 縁 膜 140が 形 成 さ れ る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 、 水 素 化 非 晶 質 シ
リ コ ン （ a－ Si： H） ま た は 多 結 晶 シ リ コ ン な ど で 複 数 の 線 状 半 導 体 151が 形 成 さ れ る 。 線
状 半 導 体 151は 主 に 列 方 向 に 延 び て お り 、 ゲ ー ト 電 極 124に 向 か っ て 延 び て 出 た 複 数 の 突 出
部 154を 有 す る 。 線 状 半 導 体 151は ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131付 近 で 幅 が 広 く な っ て 、
そ れ ら を 幅 広 く 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 線 状 半 導 体 151の 上 に は 複 数 の 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 161、 及 び 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 165が
形 成 さ れ る 。 抵 抗 性 接 触 部 材 161、 165は 、 リ ン な ど の n型 不 純 物 が 高 濃 度 で ド ー ピ ン グ さ
れ て い る n＋ 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン な ど の 物 質 や 、 シ リ サ イ ド に よ っ て 形 成 さ れ る 。 線 状
抵 抗 性 接 触 部 材 161は 複 数 の 突 出 部 163を 有 し 、 こ の 突 出 部 163と 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 165と
の 対 が 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154の 上 に 配 置 さ れ る 。 線 状 半 導 体 151と 抵 抗 性 接 触 部 材 161
、 165と の 各 側 面 は 基 板 110の 表 面 に 対 し て 傾 き 、 そ の 傾 斜 角 は 30゜ ～ 80゜ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 抵 抗 接 触 部 材 161、 165、 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 複 数 の デ ー タ 線 171と 複 数 の ド レ
イ ン 電 極 175が 形 成 さ れ る 。
　 デ ー タ 線 171は 主 に 列 方 向 に 延 び て ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131と 交 差 す る 。 各 デ ー
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タ 線 171は 、 ゲ ー ト 電 極 124に 向 か っ て 延 び た 複 数 の ソ ー ス 電 極 173と 、 他 の 層 ま た は 外 部
の 駆 動 回 路 と の 接 続 の た め に 面 積 の 広 い 端 部 179と を 有 す る 。 デ ー タ 信 号 を 生 成 す る デ ー
タ 駆 動 回 路 （ 図 示 せ ず ） は 、 基 板 110の 上 に 実 装 さ れ る 可 撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図 示 せ ず ） に
実 装 さ れ た り 、 基 板 110の 上 に 直 接 実 装 さ れ た り 、 基 板 110に 集 積 化 さ れ て も 良 い 。 デ ー タ
駆 動 回 路 が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ る 場 合 、 デ ー タ 線 171が そ れ と 直 結 さ れ て も 良 い 。
　 ド レ イ ン 電 極 175は デ ー タ 線 171か ら 分 離 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 124の 上 方 で ソ ー ス 電 極 173と
対 向 す る 。 各 ド レ イ ン 電 極 175は 、 広 い 端 部 と 棒 状 の 端 部 と を 有 す る 。 広 い 端 部 は 維 持 電
極 線 131の 拡 張 部 137と 重 な り 、 棒 状 の 端 部 は 、 屈 曲 し た ソ ー ス 電 極 173に よ っ て 囲 ま れ て
い る 。 １ つ の ゲ ー ト 電 極 124、 １ つ の ソ ー ス 電 極 173、 及 び １ つ の ド レ イ ン 電 極 175は 、 線
状 半 導 体 151の 突 出 部 154と 共 に 、 １ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） を 構 成 す る 。 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ ル は 、 ソ ー ス 電 極 173と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 の 突 出 部 154に 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175は 、 モ リ ブ デ ン 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 若 し く は チ タ ニ
ウ ム な ど の 耐 熱 性 金 属 、 ま た は そ れ ら の 合 金 か ら 成 る の が 好 ま し く 、 耐 熱 性 金 属 膜 （ 図 示
せ ず ） と 低 抵 抗 導 電 膜 （ 図 示 せ ず ） と を 有 す る 多 重 膜 構 造 で あ っ て も 良 い 。 多 重 膜 構 造 の
例 と し て は 、 ク ロ ム ま た は モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の
二 重 膜 、 モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 中 間 膜 と モ リ ブ デ ン （ 合 金 ）
上 部 膜 と の 三 重 膜 が あ る 。 尚 、 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175は そ れ ら の 他 に も 多 様 な
金 属 ま た は 導 電 体 で 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175の 各 側 面
が 、 基 板 110の 表 面 に 対 し て 30゜ ～ 80゜ 程 度 の 角 度 で 傾 く の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 抵 抗 性 接 触 部 材 161、 165は 、 そ の 下 の 線 状 半 導 体 151、 及 び そ の 上 の デ ー タ 線 171ま た は
ド レ イ ン 電 極 175の 間 で 接 触 抵 抗 を 下 げ る 。 線 状 半 導 体 151の 大 部 分 は デ ー タ 線 171よ り 狭
い が 、 上 述 し た よ う に 、 ゲ ー ト 線 121と 接 す る 部 分 で は 幅 が 広 い 。 そ れ に よ り 、 そ の 部 分
で は 表 面 の 形 状 が 滑 ら か で あ る の で 、 デ ー タ 線 171の 断 線 が 防 止 さ れ る 。 線 状 半 導 体 151に
は 、 ソ ー ス 電 極 173と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 を は じ め と し て 、 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン
電 極 175で は 遮 ら れ ず に 露 出 し た 部 分 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 デ ー タ 線 171、 ド レ イ ン 電 極 175、 及 び 線 状 半 導 体 151の 露 出 部 分 の 上 に は 保 護 膜 180が 形
成 さ れ る 。 保 護 膜 180は 無 機 絶 縁 物 ま た は 有 機 絶 縁 物 な ど か ら 成 り 、 表 面 が 平 坦 で あ っ て
も 良 い 。 無 機 絶 縁 物 の 例 と し て は 窒 化 シ リ コ ン と 酸 化 シ リ コ ン と が あ る 。 有 機 絶 縁 物 は 感
光 性 を 有 す る こ と が で き 、 そ の 誘 電 定 数 は 約 4.0以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 更 に 、 保 護 膜 1
80が 下 部 無 機 膜 と 上 部 有 機 膜 の 二 重 膜 構 造 で あ っ て も 良 い 。 そ れ に よ り 、 有 機 膜 の 優 れ た
絶 縁 特 性 を 生 か し な が ら 、 線 状 半 導 体 151の 露 出 部 分 に 悪 影 響 を 与 え な い よ う に す る こ と
が で き る 。 保 護 膜 180に は 、 デ ー タ 線 171の 端 部 179と ド レ イ ン 電 極 175と を 各 々 露 出 さ せ る
複 数 の 接 触 孔 182、 185が 形 成 さ れ る 。 保 護 膜 180と ゲ ー ト 絶 縁 膜 140と に は 、 ゲ ー ト 線 121
の 端 部 129を 露 出 さ せ る 複 数 の 接 触 孔 181が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 保 護 膜 180の 上 に は 複 数 の 画 素 電 極 191及 び 複 数 の 接 触 補 助 部 材 81、 82が 形 成 さ れ る 。 こ
れ ら は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 若 し く は Ｉ Ｚ Ｏ な ど の 透 明 な 導 電 物 質 、 ま た は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 、 ク ロ
ム 若 し く は そ の 合 金 な ど の 反 射 性 金 属 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 画 素 電 極 191は 接 触 孔 185を 通 じ て ド レ イ ン 電 極 175と 物 理 的 、 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 ド レ
イ ン 電 極 175か ら デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 。 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 電 極 191は 、 共
通 電 圧 の 印 加 を 受 け る 他 の 表 示 パ ネ ル （ 図 示 せ ず ） の 共 通 電 極 （ 図 示 せ ず ） と 共 に 、 そ れ
ら の 電 極 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 （ 図 示 せ ず ） に 電 場 を 生 成 す る 。 そ れ に よ り 、 液 晶 層 で は 液
晶 分 子 の 配 向 方 向 が 決 ま る 。 こ の よ う に 決 め ら れ た 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 に 応 じ 、 液 晶 層 を
通 過 す る 光 の 偏 光 方 向 が 変 わ る 。 画 素 電 極 191と 共 通 電 極 と は 液 晶 キ ャ パ シ タ を 構 成 し 、
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 遮 断 さ れ た 後 に も 印 加 さ れ た 電 圧 を 維 持 す る 。 一 方 、 画 素 電 極 191や
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ド レ イ ン 電 極 175が 維 持 電 極 線 131と 重 な っ て 構 成 す る キ ャ パ シ タ が ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
で あ る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ は 液 晶 キ ャ パ シ タ の 電 圧 維 持 能 力 を 強 化 す る 。 維 持 電 極 線
131の 拡 張 部 137に よ っ て 重 な り の 面 積 が 増 加 し て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ の 静 電 容 量 が 増 加
す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 接 触 補 助 部 材 81／ 82は 接 触 孔 181／ 182を 通 じ て ゲ ー ト 線 121の 端 部 129／ デ ー タ 線 171の
端 部 179と 接 続 さ れ る 。 接 触 補 助 部 材 81／ 82は ゲ ー ト 線 121の 端 部 129／ デ ー タ 線 171の 端 部
179と 外 部 装 置 と の 間 の 接 着 を 補 完 し 、 そ の 接 着 部 を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 図 13～ 図 14Bを 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示
パ ネ ル の 他 の 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 構 造 は 、
図 11～ 図 12Bに 示 し た 構 造 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 し か し 、 こ の 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表
示 パ ネ ル は 、 図 11～ 図 12Bに 示 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル と は 異 な り 、 線 状 半 導 体 1
51が 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 位 置 す る 突 出 部 154を 除 き 、 デ ー タ 線 171、 ド レ イ ン 電 極 175、
及 び そ の 下 部 の 抵 抗 性 接 触 層 161、 165と 実 質 的 に 同 様 な 平 面 形 状 で あ る 。 つ ま り 、 線 状 半
導 体 151は 、 デ ー タ 線 171と ド レ イ ン 電 極 175、 及 び そ れ ら の 下 部 の 抵 抗 性 接 触 層 161、 165
で 覆 わ れ て い る 部 分 、 並 び に 、 ソ ー ス 電 極 173と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 か ら 露 出 し た 部 分
を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 的 範
囲 は 上 記 の 実 施 例 に は 限 定 さ れ な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 さ れ て い る 本 発 明 の 基 本 概 念
を 利 用 し た 当 業 者 に よ る 多 様 な 変 形 及 び 改 良 形 態 も ま た 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る と
解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 含 ま れ る １ つ の 画 素 の 構 造 を 示 す 模 式
図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 信 号 生 成 回 路 の 回 路 図
【 図 ４ 】 図 3に 示 し た 信 号 生 成 回 路 で 使 用 さ れ る 信 号 の タ イ ミ ン グ 図
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 信 号 生 成 回 路 の 回 路 図
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る 信 号 生 成 回 路 の 回 路 図
【 図 ６ 】 図 5Aま た は 図 5Bに 示 し た 信 号 生 成 回 路 で 使 用 さ れ る 信 号 の タ イ ミ ン グ 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 信 号 生 成 回 路 の 回 路 図
【 図 ８ 】 図 7に 示 し た 信 号 生 成 回 路 で 使 用 さ れ る 信 号 の タ イ ミ ン グ 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で の 画 素 電 極 の 電 圧 と 画 素 の 透 過 率 と の 変
化 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ０ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で の 画 素 電 極 の 電 圧 と 画 素 の 透 過 率 と の 変 化 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 一 例 の 平 面 図
【 図 １ ２ Ａ 】 図 11に 示 さ れ て い る 折 線 XIIa－ XIIaに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ２ Ｂ 】 図 11に 示 さ れ て い る 折 線 XIIb－ XIIbに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 他 の 例 の 平 面 図
【 図 １ ４ Ａ 】 図 13に 示 さ れ て い る 折 線 XIVa－ XIVaに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ４ Ｂ 】 図 13に 示 さ れ て い る 折 線 XIVb－ XIVbに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展 開 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
3　 　 液 晶 層
100、 200　 　 基 板
230　 　 色 フ ィ ル タ ー
270　 　 共 通 電 極
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300　 　 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ
400　 　 ゲ ー ト 駆 動 部
500　 　 デ ー タ 駆 動 部
600　 　 信 号 制 御 部
700　 　 維 持 信 号 生 成 部
800　 　 階 調 電 圧 生 成 部
PX　 　 画 素
G1－ Gn　 　 ゲ ー ト 線
D1－ Dm　 　 デ ー タ 線
S1－ Sn　 　 維 持 電 極 線
Clc　 　 液 晶 キ ャ パ シ タ
Cst　 　 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
Q　 　 ス イ ッ チ ン グ 素 子
Vcom　 　 共 通 電 圧
CONT1　 　 ゲ ー ト 制 御 信 号
CONT2　 　 デ ー タ 制 御 信 号
Von　 　 ゲ ー ト オ ン 電 圧
Voff　 ゲ ー ト オ フ 電 圧
DAT　 　 デ ジ タ ル 映 像 信 号
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ Ａ 】

【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ Ａ 】

【 図 １ ４ Ｂ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种显示装置，其中伴随数据电压的极性反转的功
耗减小，并且可用于灰度表示的数据电压的范围加宽，并且像素电压可
以在规定时间内可靠地达到目标电压。 ŽSOLUTION：在显示装置中，
存储信号发生器根据栅极信号的电平改变存储信号的电平，尤其是在每
个像素中的栅极信号电平降低到栅极截止电压之后立即改变。对液晶电
容器充电终止。优选地，当数据电压的极性为正时，存储信号的电平升
高，而当数据电压的极性为负时，存储信号的电平降低。更优选地，存
储信号发生器改变每个存储电极线一帧的存储信号的电平，并且每帧改
变一个存储电极线。 Ž
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